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日医発第６４８号（地Ⅰ２０３）（年税４４） 

平成２７年１０月７日 

 

都道府県医師会長 殿 

 

公益社団法人 日本医師会長 

横 倉 義 武 

 

医療法の一部を改正する法律の公布について（通知） 

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて今般、厚生労働省医政局医療経営支援課長より都道府県知事宛に、標記通知

が発出されるとともに、本会に対しても了知方依頼がありました。 

本通知は、本年 9 月 16 日に成立し 9 月 28 日に公布された「医療法の一部を改正

する法律」につき、都道府県に了知、周知方を依頼するものであります。 

今後、厚生労働省において必要な政省令を順次制定することになりますが、同法の

施行日は一部を除き、公布日から起算し１年または２年以内に政令で定めることと

されております。 

１．公布日から起算し２年以内に政令で定めるもの 

・地域医療連携推進法人に関する事項（70 条～71 条） 

・外部監査の義務化・会計基準の義務化・役員と特殊関係がある事業者との取引状

況に関する報告等に関する事項（50 条～52 条） 

２．公布日から１年以内に政令で定めるもの 

・医療法人の理事の忠実義務・任務懈怠時の損害賠償責任等に関する事項（46 条

の 6 の 4(一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第 83 条の準用)、47 条～

48 条） 

・医療法人の分割等に関する事項(57 条～68 条) 

・社会医療法人の認定等に関する事項（42 条の 3） 

なお、本法律に関しましては、参議院厚生労働委員会において附帯決議（別添２）

が付されておりますので、併せてご了知下さいますようお願い申し上げます。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、貴

会管下の医師会及び関係医療機関等への周知につきご高配を賜りますようお願い申

し上げます。 



公益社団法人日本医師会長殿

標記について、・別添のとおり各都道府県知事宛てに通知を発出いたしましたの

で、御了知願います。

医療法の一部を改正する法律の公布(通知)について
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医政支発0928第１号

平成 2 7 年 ９月 2 8 日

都 道 府 県 知 事 殿

厚生労働省医政局医療経営支援課長

（公 印 省 略）

医療法の一部を改正する法律の公布について（通知）

「医療法の一部を改正する法律」（平成27年法律第74号）については、平成27

年４月３日に第189回通常国会へ提出されていましたが、９月16日に成立し、本

日公布されたところですので（別添１）、各都道府県知事におかれては、十分御

了知の上、貴管内の関係者に対して周知するよう配意願います。

また、この法律に関しては、参議院厚生労働委員会において、附帯決議（別添

２）が付されておりますので、御了知下さい。

この法律（別添３）は、一部の規定を除き、公布の日から起算して二年を超え

ない範囲内において政令で定める日から施行するものであり（※）、必要な政省

令等については、今後順次制定し、その内容については別途連絡する予定ですの

で、あらかじめ御承知おき願います。

（※）

公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日

・・・地域医療連携推進法人に関する事項、外部監査の義務化・会計基準の義務

化・役員と特殊の関係がある事業者との取引の状況に関する報告等に関す

る事項（ただし、当該事項の適用は、施行時会計年度の次の会計年度から

とする。）

公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日

・・・医療法人の理事の忠実義務・任務懈怠時の損害賠償責任等に関する事項、

医療法人の分割等に関する事項、社会医療法人の認定等に関する事項
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医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
名
御
璽

平
成
二
十
七
気
月
二
十
八
日

法
猪
七
十
四
号

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

第
一
条
医
療
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。「
第
三
節
機
閧

第
一
款
機
関
の
設
置

第
二
款
社
員
総
会

第
三
款
評
議
員
及
び

第
四
款
役
員
の
選
任

第
五
款
理
事
案
四

第
六
款
理
事
会
露

第
七
款
監
事
(
第
四

第
八
款
役
員
等
の
損

第
四
節
計
算
露
五
十

「
第
三
節

管
理
〔
甥
四
十
六
条
の
二
1
第
五
十
四
垂

第
五
節
社
会
医
疹
人

社
会
医
療
怯
人
債
余
五
十
四
条
の
二
1
第
五
十
四
条
の
八
)

第
四
節

第
六
節
定
款
及
ぴ
寄
附

目
次
中

を

解
散
及
び
合
併
露
五
十
五
千
第
六
十
二
恐

第
五
節

第
七
節
解
散
及
び
清
算

監
督
(
第
六
十
三
千
第
七
十
一
恐

第
六
節

」
第
八
節
合
併
及
ぴ
分
割

一
款

合
併

目
通
則
(
第

第
一
第
二
目
吸
収
合
併

第
三
目
新
設
合
併

第
二
款
分
割

第
一
目
吸
収
分
割

第
二
目
新
設
分
割

第
三
目
雑
則
粂

第
三
款
雑
則
(
第
六

第
九
節
監
督
余
六
十

報官

、

内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三

条
1
第
五
十
四
条
)

債
(
第
五
十
四
条
の
二
1
第
五
十
四
条
の
八
)

行
為
の
変
更
(
第
五
十
四
条
の
九
)

粛
笠
十
五
条
1
第
五
十
六
条
の
土
ハ
)

(
第
四
十
六
条
の
3

(
第
四
十
六
条
の
三
1
第
四
十
六
条
の
三
の
六
)

評
議
員
会
(
第
四
十
六
条
の
四
1
第
四
十
六
条
の
四
の
七
)

及
び
解
任
(
第
四
十
六
条
の
五
1
第
四
十
六
条
の
五
の
四
)

十
六
条
の
六
1
第
四
十
六
条
の
六
の
四
)

四
十
六
条
の
七
・
第
四
十
六
条
の
七
の
二
)

十
六
条
の
八
1
第
四
十
六
条
の
八
の
三
)

害
賠
償
責
任
・
(
第
四
十
七
条
1
第
四
十
九
条
の
三
)

五
十
七
垂

(
第
五
十
八
条
1
第
五
十
八
条
の
六
)

(
第
五
十
九
条
1
第
五
十
九
条
の
五
)

(
第
六
十
条
1
第
六
十
条
の
七
)

(
第
六
十
一
条
1
第
六
十
一
条
の
六
)

六
十
二
条
・
第
六
十
二
条
の
二
)

十
=
条
の
三
)

三
条
1
第
七
十
一
条
)

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
限
る
」
の
下
に
「
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
「
二
以
上
の
都
道
府

県
に
お
い
て
病
院
又
は
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
全
て
の

都
道
府
県
一
を
「
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
口
に
定
め
る
都
道
府
呈

に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ
ニ
以
上
の
都
道
府
県
に
お
い
て
病
院
又
は
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
入
合
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
)

当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
の
全
て
の
都
道
府
県

口
上
の
都
道
府
県
に
お
い
て
病
院
を
開
設
し
、
か
つ
、
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
お

い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
筆
{
一
号
に
規
定
す
る
区
域
に
隣
接
し
た
当
該
都
道
府
県
以
外
の
都
道

府
県
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
号
に
規
定
す
る
区
域
に
お
い
て
診
療
所
を
開
設
す
る
医
療
法
人
で
あ

つ
て
、
当
該
病
院
及
び
当
該
診
療
所
に
お
け
る
医
療
の
提
供
が
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
当
該
病
院
の
所
在
地
の
都
道
府
県

第
四
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
の
三
前
条
第
一
項
の
認
定
(
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
一
社
会
医
療
法

人
の
認
定
」
と
い
う
。
)
を
受
け
た
医
療
法
人
の
う
ち
、
前
条
第
一
項
第
五
号
ハ
に
静
る
要
件
を
欠
く
に
至
つ
た

こ
と
(
当
該
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
こ
と
が
当
該
阪
療
法
人
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
る
場
合
に
限
る
。
)
に
よ
り
第
六
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
、
同
項

の
規
定
に
よ
り
社
会
医
療
法
人
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
(
前
条
第
一
項
各
骨
(
第
五
号
ハ
を
除
く
。
)
に
掲

げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
)
は
救
急
医
漆
確
保
事
業
に
係
る
業
務
の
継
続
的
な
実
施
に
関
す
る
計

画
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
実
施
計
画
一
と
い
う
J
を
作
成
し
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
て
、
そ
の

実
施
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
前
項
の
認
定
を
受
け
た
医
療
法
人
は
、
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
収
益
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
.

3
 
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

4
,
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
実
施
計
画
の
認
定
及
び
そ
の
取
消
し
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
,

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
政
令
の
」
を
「
政
令
で
一
に
改
め
、
「
合
併
一
の
下
に
「
、
分
割
」
を
加
え
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
戻
療
法
人
は
'
の
下
に
「
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
」
を
、
「
都
道
府
県
知
事
」

の
下
に
ス
以
下
こ
の
章
(
第
三
項
及
び
第
六
十
六
条
の
三
を
除
く
。
)
に
お
峨
て
単
に
一
都
首
許
県
知
事
」
と
い
.
う
。
)
」

を
加
え
る
。

一

.

に
改
め
る
。

平成27年9月28日月曜日 (号外第220号)

別添1



第
四
十
四
条
第
二
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
筆
号
ま
で
を
一
号
ず
っ
繰
り
下
げ
,
第
六

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
理
事
会
に
関
す
る
規
定

第
四
十
四
条
第
五
項
中
露
二
項
第
九
号
一
を
「
第
二
項
筆
号
、
に
改
め
る
。

第
六
章
第
三
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
節
機
関

第
ハ
章
第
三
節
中
第
四
十
六
条
の
二
の
前
に
次
の
勢
を
付
す
る
。

第
一
款
機
関
の
設
置

第
四
十
六
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
二
社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
昔
総
会
、
理
事
、
理
事
会
及
び
監
事
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
評
議
員
、
評
議
員
会
理
事
、
理
事
会
及
ぴ
監
事
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
二
の
次
に
次
の
勢
を
付
す
る
。

第
二
款
社
員
総
会

第
四
十
六
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
三
貧
総
会
は
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
及
び
定
款
で
定
め
た
事
項
に
つ
い
て
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

2
 
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
昔
総
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
、
理
事
会
そ
の
他
の
社
員

総
会
以
外
の
機
関
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
定
款
の
定
め
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
次
に
次
の
五
条
袈
款
名
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
三
の
二
社
団
た
る
医
療
法
人
は
,
社
員
名
簿
を
備
え
置
き
、
社
員
の
変
更
が
あ
る
ご
と
に
必
要
な

変
更
を
加
え
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

2
 
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
長
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、
定
時
社
員
総
会
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
 
理
事
長
は
、
必
系
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
,
い
つ
で
も
臨
時
社
員
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

4
 
理
事
長
は
、
ー
の
五
分
の
一
以
上
の
社
員
か
ら
社
員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
を
示
し
て
臨
時
社
員
総
会

の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
諸
求
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
社
員
の
五
分
の
一
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
定
款
で
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

5
 
社
員
総
会
の
招
集
の
通
知
は
、
そ
の
社
員
総
会
の
日
よ
り
少
な
く
と
も
五
晶
に
、
そ
の
社
員
総
会
の
目
的
で

あ
る
事
項
を
示
し
、
定
款
で
定
め
た
方
法
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
 
社
員
総
会
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
張
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
.

第
四
十
六
条
の
三
の
三
社
員
は
、
各
一
個
の
議
決
権
を
宥
す
る
。

2
 
社
員
総
会
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
総
社
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
議

事
を
闊
き
、
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3
 
社
員
総
会
の
議
事
は
、
と
の
法
律
又
は
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
、
出
席
者
の
議
決
権
の
過
半

数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

4
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
社
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

社
員
総
会
に
出
席
し
な
い
社
員
は
、
書
面
で
、
又
捻
代
理
人
に
よ
つ
て
議
決
を
す
る
と
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

5

定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

6
 
社
員
総
会
の
決
議
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
社
員
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
.

報官

第
四
十
六
条
の
三
の
四
理
事
及
び
監
事
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
、
社
員
か
ら
特
定
の
事
項
に
コ
い
て
説
明
を
求

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
事
項
に
つ
ぃ
て
必
要
な
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
事
項
が
社

員
総
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
関
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
合
ば
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
の
三
の
五
貰
総
会
の
議
長
は
、
社
員
総
会
に
お
い
て
選
任
す
る
。

2
 
社
員
総
会
の
議
長
は
、
当
該
社
員
総
会
の
秩
序
を
馨
し
、
議
事
を
整
理
す
る
。

3
 
社
員
総
会
の
議
長
は
、
そ
の
命
令
に
従
わ
な
い
者
そ
の
他
当
該
社
員
総
会
の
秩
序
を
乱
す
者
を
退
場
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
三
の
六
一
般
社
団
法
人
及
ぴ
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
軍
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
邑

第
笠
十
七
条
の
規
定
は
医
療
法
人
の
社
員
総
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
、

第
三
項
及
ぴ
第
四
項
第
二
号
中
「
法
務
省
令
一
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生
労
働
省
令
』
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
款
評
議
員
及
び
評
議
員
会

第
四
十
六
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
四
評
議
員
と
な
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
医
療
従
事
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

二
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
経
営
に
関
し
て
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

三
医
療
を
受
け
る
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
邊
任
さ
れ
た
者

四
前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
医
療
法
人
の
評
議
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
法
人

二
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

三
こ
の
法
律
、
医
師
法
、
歯
科
医
甑
そ
の
他
医
事
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
よ
り
罰

金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
熱
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

四
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
ほ
か
、
禁
網
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
塾
付
を
終
わ
り
、
又
は
塾
汀
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

3
 
評
議
員
は
、
当
該
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

4
 
財
団
た
る
医
療
法
人
と
評
議
員
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

第
四
十
六
条
の
四
の
次
に
次
の
六
条
四
款
及
び
款
名
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
の
四
の
二
評
議
員
会
は
、
理
事
の
定
数
を
超
え
る
数
の
評
議
員
(
第
四
十
六
条
の
五
第
一
甕
だ
し

書
の
認
可
を
受
け
た
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
三
人
以
上
の
評
議
旦
を
も
つ
て
、
器
す
る
。

2
 
評
議
員
会
は
、
第
四
十
六
条
の
四
の
五
第
一
項
の
意
見
を
述
ぺ
る
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
事
項
及
ぴ
寄

附
行
為
で
定
め
た
事
項
に
限
り
、
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
評
議
員
会
の
決
議
を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
、
理
事
会
そ
の
他
の
評
議

員
会
券
の
機
関
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
寄
附
一
箔
の
定
め
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な

、

5

、
0
し

'
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6

第
四
十
六
条
の
四
の
三
財
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
長
は
、
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
、
定
時
評
議
員
会
を
開
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
理
事
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
い
つ
で
も
臨
時
評
議
員
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
評
議
員
会
に
、
議
長
を
置
く
。

4
 
理
事
長
は
、
総
倭
員
の
五
分
の
一
以
上
の
評
議
員
か
ら
評
議
員
会
の
目
的
で
あ
る
事
項
を
示
し
て
評
議
員
会

の
招
集
を
請
求
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
菓
の
あ
つ
た
臼
か
ら
二
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
W
。
た
だ
し
、
総
評
議
貝
の
五
分
の
一
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
寄
附
行
為
で
こ
れ
を
下
回
る
割
合
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

5
 
評
議
員
会
の
招
集
の
通
知
は
、
そ
の
評
議
員
会
の
日
よ
り
少
な
く
と
も
五
日
前
に
、
そ
の
評
議
員
会
の
目
的
で

あ
る
事
項
を
示
し
、
寄
附
行
為
で
定
め
た
方
法
に
従
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

6
 
評
議
員
会
に
お
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
通
知
を
し
た
事
項
に
つ
い
て
の
み
、
決
議
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
四
評
議
員
会
は
、
総
評
議
員
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ぱ
、
そ
の
議
事
を
開
き
、
決
議
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
.

2
 
評
議
員
会
の
議
事
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
出
席
者
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、

可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

3
 
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
議
長
は
、
評
議
員
と
し
て
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
,

4
 
評
議
員
会
の
決
議
に
つ
い
て
特
別
の
利
害
関
係
を
有
す
る
評
議
員
は
、
議
決
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
五
理
事
長
は
、
医
療
法
人
が
次
に
掲
げ
る
行
希
を
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
評
議
員
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

一
予
算
の
決
定
又
は
変
更

二
借
入
金
雪
該
会
計
年
度
内
の
収
入
を
も
つ
て
償
還
す
る
一
時
の
借
入
金
を
除
く
。
)
の
借
入
れ

三
重
要
な
資
産
の
処
分

四
事
業
計
画
の
決
定
又
は
変
更

五
合
併
及
ぴ
分
割

六
第
五
十
五
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
る
解
散

七
そ
の
他
医
疾
人
の
業
務
に
関
す
る
重
要
事
項
と
し
て
寄
附
行
為
で
定
め
る
も
の

2
 
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
ぃ
て
は
、
評
議
員
会
の
決
議
を
要
す
る
旨
を
寄
附
行
為
で
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
四
十
六
条
の
四
の
六
評
麟
員
会
は
、
医
療
法
人
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
又
は
貫
の
業
務
執
行
の
状
況

に
つ
ぃ
て
、
役
員
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
、
若
し
く
は
そ
の
諮
問
に
答
え
、
又
は
役
員
か
ら
報
告
を
徴
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

2
 
理
事
長
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
決
算
袈
事
業
の
実
縫
を
評
議
員
会
に
穀
告
し
、
そ
の
意
見

を
番
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
四
の
七
一
般
社
団
法
人
及
ぴ
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
九
十
三
条
の
規
定
は
、
医
療
法

人
の
評
議
員
会
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
,
同
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
第
二
号
史
法

務
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
厚
生
労
働
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
款
役
員
の
選
任
及
び
解
任

第
四
十
六
条
の
五
医
疾
人
に
は
、
役
員
と
し
て
、
理
事
三
人
以
上
及
ぴ
監
事
一
人
以
上
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
理
事
に
つ
ぃ
て
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、
一
人
又
は
二
人
の
理
事
を
置
け

ば
足
り
る
。

報官

2
 
社
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
つ
て
選
任
す
る
。

3
 
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
は
、
評
議
員
会
の
扶
議
に
よ
つ
て
選
任
す
る
。

4
 
医
療
法
人
と
役
員
と
の
関
係
は
、
委
任
に
関
す
る
規
定
に
従
う
。

5
 
第
四
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
は
、
医
療
法
人
の
役
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

6
 
医
療
法
人
は
、
そ
の
開
設
す
る
全
て
の
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
(
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

す
る
病
院
等
を
含
む
J
の
管
理
者
を
理
事
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
医
療
法
人
が
病
院
、
診
僻

又
は
介
護
老
人
倭
施
設
を
二
以
上
開
設
す
る
場
合
に
お
い
て
,
都
道
廉
知
事
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
管

理
者
(
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
病
院
等
の
管
理
者
を
除
く
。
)
の
一
部
を
理
事
に
加
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

7
 
前
項
本
文
の
理
事
は
、
管
理
者
の
職
を
退
い
た
と
き
は
、
理
事
の
職
を
失
う
も
の
と
す
る
。

8
 
監
事
は
、
当
該
医
療
法
人
の
理
事
又
は
職
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

9
 
役
員
の
任
期
は
、
二
年
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
二
'
社
団
た
る
医
淫
人
の
賀
は
、
い
つ
で
も
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
づ
て
解
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
.

2
 
前
項
の
規
定
に
よ
り
解
任
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
解
任
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
社
団
た
る

医
療
法
人
に
対
し
、
解
任
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
(
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
割
厶
巳
以
上
の
贅
成
が
な
け
れ
ば
、
第
一
項
の
社
員
総
会
<
監
事
を
解
任
す
る
場
合
に
限
る
J
の
決
議
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

4
 
財
団
た
る
医
療
法
人
の
貨
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
つ
て
、
そ
の
役

員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
魯
を
怠
っ
た
と
き
。

r

二
心
身
の
故
障
の
た
め
、
職
務
の
塾
打
に
支
障
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
堪
え
な
い
と
き
。

5
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
槌
響
の
三
分
の
二
(
こ
れ
を
上
回
る
割
会
を
寄
附
行
為
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
割
厶
巳
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
前
項
の
評
議
員
会
(
監
事
を
解
任
す
る
場
合
に
限
る
。
)
の
決
議
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
三
こ
の
法
律
又
は
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
で
定
め
た
役
員
の
員
数
が
欠
け
た
場
合
に
は
、

任
期
の
準
又
は
辞
任
に
よ
呈
任
し
た
役
員
は
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
(
次
項
の
一
時
役
員
の
職
務
を
行

う
べ
き
者
を
含
む
J
が
就
任
す
る
ま
で
、
な
お
役
員
と
し
て
の
権
利
舞
務
を
有
す
る
。

2
 
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
医
療
法
人
の
業
務
が
遅
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
損
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
り
又
は
寝
で
、
一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者

を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
 
理
事
又
は
監
事
の
う
ち
、
そ
の
定
数
の
五
分
の
一
を
超
え
る
者
が
欠
け
た
と
き
は
、
一
月
以
内
に
補
充
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
五
の
四
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
四
条
(
第

四
項
を
除
く
。
)
の
規
定
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
及
び
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
社
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
伺
条
第

三
項
中
「
及
び
第
三
十
八
条
第
.
一
項
第
一
号
に
診
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
当
該
社
員
総
会
の
日
時
及

ぴ
場
逝
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法

第
七
十
二
条
及
び
第
七
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
一

と
、
祠
項
中
「
及
ぴ
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
ぴ
に
当
該
評
議
員
会
の
日

時
及
ぴ
場
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
五
款
理
事

第
四
十
六
条
の
六
医
療
法
人
(
次
項
に
規
定
す
る
医
療
法
人
を
除
く
J
の
理
事
の
う
ち
一
人
は
、
理
事
長
と
し
、

医
師
又
は
歯
科
医
師
で
あ
る
理
事
の
う
ち
か
ち
選
出
す
る
。
た
だ
し
,
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、

医
師
又
は
歯
科
医
師
で
な
い
理
事
の
う
ち
か
ら
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
第
四
十
六
条
の
五
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
を
受
け
て
一
人
の
理
事
を
置
く
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
章

(
次
条
第
三
項
を
除
く
J
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
理
事
を
理
事
長
と
み
な
す
。

第
四
十
六
条
の
六
の
二
理
事
長
は
、
医
療
法
人
を
代
表
し
、
医
療
法
人
の
業
務
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上
叉
は
裁

判
外
の
行
為
を
す
る
権
限
を
有
す
る
。

2
 
前
項
の
権
限
に
加
え
た
制
限
は
,
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

3
 
第
四
十
六
条
の
五
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
理
事
長
が
欠
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
六
条
の
六
の
三
理
事
は
、
医
療
法
人
に
著
し
い
損
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
実
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
た
と
き
は
、
適
ち
に
、
当
該
事
実
を
監
事
に
報
告
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
の
六
の
四
一
般
社
団
法
人
及
ぴ
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
七
十
八
条
第
八
十
条
、
第
八
十

二
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
、
第
八
十
八
条
(
第
二
項
を
除
く
。
)
恐
第
八
十
九
条
の
規
定
は
、
社
団
た
る
医
療

法
人
及
び
財
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
事
に
つ
い
て
準
用

す
る
同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
中
一
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
愛
事
余
と
、
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
中
「
著

し
い
」
と
あ
る
の
は
「
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事

に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
三
条
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
一
寄
附
行
為
一
と
、
「
社
員
総
会
と
あ
る
の
は

[
評
議
員
会
」
と
、
同
法
第
八
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
社
旦
と
あ
る
の
は
「
評
議
旦
と
、

同
項
袈
伺
法
第
八
究
条
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
,
同
条
中
「
社
員
総
厶
露
と
あ
る
の
は

「
評
議
員
金
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
赤
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
款
理
事
会

第
四
十
六
条
の
七
理
事
会
は
、
全
て
の
理
事
で
組
織
す
る
。

2
 
、
理
事
会
は
、
次
に
診
る
職
務
を
行
う
。

一
医
療
法
人
の
業
務
執
行
の
決
定

二
理
事
の
器
の
塾
行
の
監
督

三
理
事
長
の
選
出
袈
傑

理
事
会
は
、
次
に
謬
る
事
項
そ
の
他
の
重
要
な
業
翻
行
の
決
定
を
理
事
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
0

3

一
重
要
な
資
産
の
処
分
及
ぴ
譲
受
け

二
多
額
の
借
財

三
重
要
な
役
割
を
担
う
職
員
の
遂
任
及
ぴ
解
任

四
従
た
る
事
務
所
そ
の
他
の
重
要
な
組
織
の
設
電
変
更
及
ぴ
廃
止

五
社
団
た
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
款
の
定
め
に
基
づ
く
第
四
十
七
条
第
一
項

の
責
任
の
傑

六
財
団
た
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
猪
百
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
寄
附
行
為
の
定
め
に
基
づ
く
第
四
十
七
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
頚
の
責
任
の
免
除

第
四
十
六
条
の
七
の
二
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
九
十
一
条
か
ら
讐
十
八
条
ま
で

(
第
丸
十
一
条
第
一
項
各
号
及
び
第
九
十
二
条
第
一
項
を
除
く
J
の
規
定
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
及
ぴ
財
団
た

る
医
療
粘
人
の
理
事
会
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
事
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
同
法
第

報

、

官

九
十
一
条
第
一
項
中
「
次
に
掲
げ
る
理
至
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
二
項
中
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
理
杢
と
あ

る
の
は
靈
事
塁
と
、
同
法
第
力
十
五
条
第
三
項
馨
第
四
項
並
ぴ
に
第
九
十
七
条
第
二
項
第
二
号
中
渓
務

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
会
に
つ
い
て

準
用
す
る
同
法
第
九
十
一
条
第
二
項
第
九
十
三
条
第
一
項
、
第
九
十
四
条
第
一
項
、
第
九
十
五
条
第
一
項
及
び

第
三
項
並
ぴ
に
第
九
十
六
争
「
定
塾
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
一
と
、
同
法
第
九
十
七
条
第
二
項
中
「
社
員

は
、
そ
の
権
利
を
行
使
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
は
、

財
団
た
る
医
療
法
人
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
」
と
読
み
菩
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
幕
的
聾

え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

2
 
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
条
九
十
七
条
第
二

項
及
ぴ
第
三
項
の
許
可
に
つ
ぃ
て
は
、
同
法
第
二
百
八
十
七
条
一
項
第
二
百
八
十
八
条
第
二
百
八
十
九
条

(
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
、
第
二
百
九
十
条
本
文
、
第
二
百
九
十
一
条
(
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
、

第
二
百
九
十
二
条
本
文
第
二
百
九
十
四
条
及
び
第
出
百
九
十
五
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
七
款
監
事

第
四
十
六
条
の
八
監
事
の
職
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
.

一
医
療
法
人
の
業
務
を
監
査
す
る
こ
と
。

二
医
療
法
人
の
財
産
の
状
況
を
監
査
す
る
こ
と
。

三
医
療
法
人
の
業
務
又
は
財
産
の
状
況
に
づ
い
て
、
毎
会
計
倭
、
監
査
報
告
書
を
雋
し
、
当
該
会
計
蛋

終
了
後
三
月
以
内
に
社
員
総
会
又
は
評
議
員
会
恐
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

四
第
言
ぢ
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
監
査
の
結
果
、
医
療
法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行
為
又
は

法
令
若
し
く
は
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る
重
大
な
事
実
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
こ
れ

を
都
道
府
県
知
事
、
社
員
総
会
若
し
く
は
評
議
員
会
又
は
理
事
会
に
報
告
す
る
こ
と
.

五
社
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
あ
つ
て
は
、
前
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
す
る
た
め
に
必
系
あ
る
と
き
は
、

社
員
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
。

六
,
財
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
あ
つ
て
は
、
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
繋
口
を
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
理
事
長
に
対
し
て
評
議
員
会
の
招
集
を
粟
す
る
こ
と
。

七
社
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
あ
つ
て
は
、
理
事
が
貧
総
会
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
議
案
、
害
類
そ
の
他

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
(
次
号
に
船
い
て
[
議
逢
」
と
い
う
.
)
を
調
査
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
法
令
若
し
く
は
定
款
に
違
反
し
、
又
は
薯
し
く
否
な
事
項
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
調
査
の

結
果
を
社
員
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

八
財
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
あ
つ
て
は
、
理
事
が
霞
員
会
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
議
案
等
を
調
査
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
書
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
し
、
又
は
薯
し
く
不
当
な
事
項
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
評
議
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
。

第
四
十
六
条
の
八
の
二
監
事
は
理
事
会
に
出
席
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2
 
監
事
は
、
前
条
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
(
第
四
十
六
条

の
七
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
九
十
三
条
第
一
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
招
集
権
者
)
に
対
し
、
理
事
会
の
梨
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

4

7

、
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3
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
五
日
以
内
に
、
そ
の
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
の
日
を

理
事
会
の
日
と
す
る
理
事
会
の
梨
の
通
知
が
発
せ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
請
求
を
し
た
監
事
は
、
理
事
会
を

招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
八
の
三
一
般
社
団
法
人
恐
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
三
条
か
ら
第
百
六
条
ま
で
の
規

定
は
、
社
団
た
る
医
療
法
人
恐
財
団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
財

団
た
る
医
療
法
人
の
監
事
に
つ
い
て
準
早
る
同
法
第
百
三
条
第
一
項
中
靈
款
」
と
あ
る
の
は
[
寄
附
行
楚

と
、
同
法
第
百
五
条
第
一
項
恐
第
二
項
中
「
定
塾
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の

は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
裂
暴
厶
臣
と
あ
る
の
は
屏
議
員
会
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
款
役
員
等
の
損
害
賠
償
寳
任

第
四
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
又
は
監
事
は
、
そ
の
任
務
を
怠
っ
た
と
き
は
、
当
該
医
療
法
人
に
対
し
、

こ
れ
に
よ
つ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

2
 
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
が
第
四
十
六
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
恐

一
解
里
人
に
関
す
る
法
律
第
八
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
同
項
第
一
号
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、

当
該
敢
引
に
よ
つ
て
理
事
又
は
第
三
者
が
得
た
利
益
の
額
は
、
前
項
の
損
害
の
額
と
推
定
す
る
。

3
 
第
四
士
ハ
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
舉
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
ぴ
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
八
十
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
取
引
に
よ
つ
て
社
団
た
る
医
療
法
人
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
理
事
は
、
そ
の
任
務
を
怠
つ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

一
第
四
十
六
条
の
六
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法

律
第
八
十
四
条
第
一
項
の
理
事

二
社
団
た
る
医
淫
人
が
当
該
取
引
を
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
理
事

三
当
該
取
引
に
関
す
る
理
事
会
の
承
認
の
訣
議
に
賛
成
し
た
理
事

4
 
前
三
項
の
規
定
は
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
十
七
条
の
次
に
次
の
一
参
加
え
る
。

第
四
十
七
条
の
二
一
般
社
団
法
人
恐
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
条
百
十
二
条
か
ら
第
百
十
六
条
ま
で
の
規

定
は
、
聖
第
一
項
の
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
又
は
監
事
の
責
任
及
ぴ
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
一
項
の
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
の
責
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
の
責
任
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
項
中
「
法
務

省
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
省
令
一
と
読
み
芽
え
る
も
の
と
し
、
財
団
た
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事

若
し
く
は
監
事
の
責
任
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
同
法
第
百
十
二
条
中
一
総
社
旦
と
あ
る
の
は
一
総
評
議
旦
と
、

同
法
第
百
十
三
条
中
「
社
員
総
金
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
会
」
と
、
同
法
第
百
十
四
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条

第
一
項
恐
第
二
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
一
と
、
同
項
中
「
社
買
総
金
と
あ
る
の
は
屏
議

員
会
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
」
と
、
「
社
旦
と
あ
る
の
は
一
評
議
旦
と
、

伺
条
第
四
項
中
一
葬
旦
と
あ
る
の
は
「
総
評
議
旦
と
、
「
定
款
」
と
あ
る
の
は
「
寄
附
行
為
一
と
、
「
社
員
が
一

と
あ
る
の
は
弄
議
員
が
一
と
、
同
条
第
五
項
並
び
に
同
法
第
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
是
款
一
と
あ

る
の
は
「
寄
附
行
詮
と
、
同
項
馨
同
条
第
四
項
中
「
社
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
厶
巴
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

2
 
社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
(
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
割
合
)
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ぱ
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団

法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
十
三
条
第
一
項
の
社
員
総
会
の
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

.

報官

3
 
財
団
た
る
医
疾
人
は
、
出
席
者
の
三
分
の
二
(
こ
れ
を
上
回
る
割
合
を
寄
附
行
為
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
そ
の
割
A
巳
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一

般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
条
百
十
三
条
第
一
碩
の
評
議
員
会
の
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監
事
(
以
下
こ
の
項
、
次
条
及
ぴ
第
四
十
九
条
の
三
に
お

い
て
{
役
員
等
」
と
い
う
J
が
そ
の
職
務
を
行
う
に
つ
い
て
悪
意
又
は
重
大
な
過
失
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
役

員
等
は
,
こ
れ
に
よ
つ
て
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

2
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
当
骸
各
号
に
定
め
る
行
棉
を
し
た
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ

の
者
が
当
藝
縛
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
を
怠
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
理
事
次
に
掲
げ
る
行
為

イ
第
五
十
一
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
ず
べ
き
も
の
に
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の

記
載

口
虚
偽
の
登
記

虚
偽
の
公
告

、ノ
二
監
事
監
査
報
告
に
記
載
す
べ
き
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
虚
偽
の
記
載

第
四
十
八
条
の
二
か
ら
第
四
十
八
条
の
四
ま
で
を
削
る
。

第
四
劣
条
か
ら
第
四
十
九
条
の
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
究
条
役
員
等
が
医
療
法
人
又
は
第
三
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
場
合
に
お
い
て
、
他
の

役
員
等
も
当
該
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
連
帯
債
務
者
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
二
,
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
篁
ハ
章
第
二
節
第
二
款
の
規
定
は
、
社
団

た
る
医
療
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
.
こ
、
の
場
合
に
お
W
て
、
同
法
第
二
百
七
十
八
条
第
一
項
中
「
法
務
省
令
」

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
魯
令
」
と
、
「
設
立
時
社
員
、
設
立
時
理
事
、
役
員
等
(
第
百
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
役
員
等
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
J
又
は
聾
人
』
と
あ
る
の
は
「
理
事
又
は
監
事
」
と
、
.
同
条
第
三

項
中
「
設
立
時
社
員
、
設
立
時
峯
、
役
員
響
し
く
は
清
算
人
一
と
あ
る
の
は
渥
事
又
は
監
事
一
と
、
「
法
務

省
全
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
魯
令
」
と
、
同
法
第
二
百
八
十
条
第
二
項
中
「
清
算
人
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
」

と
あ
る
の
は
「
理
事
」
と
読
み
巷
え
る
も
の
と
す
る
.

第
四
十
九
条
の
三
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
笙
ハ
章
第
二
節
第
三
款
の
規
定
は
、
医
療

法
人
の
役
員
等
の
解
任
の
訴
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
伺
法
第
二
百
八
十
四
帋
「
定
款
」

と
あ
る
の
は
、
「
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政

令
で
定
め
る
.

第
四
十
九
条
の
四
及
び
第
五
十
条
を
削
る
。

篁
ハ
十
六
条
の
三
中
「
業
務
を
監
督
す
る
」
を
「
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
第
.
一
項
中
客
し
く
は
第
五
十
七
条
第
五
趣
を
「
、
第
笠
十
八
条
の
二
第
四
項
(
第
五
十
九
条
の

二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
若
レ
く
は
第
六
十
条
の
三
第
四
項
(
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い

て
読
み
巷
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
帋
「
(
平
築
八
年
法
劣
四
十
八
号
)
」
及
ぴ
『
第
七
十
八
魯
を
削
り
、
「
、
「
残
余
財
塵
を
又
残

余
財
座
に
改
め
、
「
帰
属
さ
せ
ゑ
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
八
百
六
十
八
条
第
一
項
中
「
本
痘
と
あ
る
の
は
一
主

た
る
事
務
逝
と
」
を
加
え
る
.

第
六
章
中
第
六
節
を
第
九
節
と
す
る
。

第
六
章
第
五
節
の
節
名
中
「
合
送
を
需
甚
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
中
「
厶
屋
の
下
に
ス
合
併
に
よ
り
当
該
医
療
法
人
が
消
減
す
る
場
合
に
限
る
。
次

条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
。
)
一
を
加
え
る
.

一
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第
五
十
六
条
の
十
二
第
三
項
中
「
医
療
法
人
の
業
務
を
監
督
す
る
」
を
削
る
。

第
五
十
六
条
の
十
六
を
削
る
。

第
五
十
六
条
の
十
七
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
の
十
四
恐
第
五
十
六
条
の
十
五
を
寵
二
条
」
に
、
「
同
垂

を
「
前
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
十
六
条
の
十
六
と
す
る
,

第
五
十
七
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
を
削
る
。

第
六
章
第
五
節
を
同
章
第
七
節
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
八
節
合
併
及
び
分
割

第
一
款
合
併

第
一
目
通
則

第
五
十
七
条
医
療
法
人
は
、
他
の
医
療
法
人
と
合
併
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
合
併
を

す
る
医
療
法
人
は
、
合
併
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
二
目
吸
収
合
併

第
五
十
八
条
医
療
法
人
が
吸
収
合
併
、
(
医
療
法
人
が
他
の
医
療
法
人
と
す
る
合
併
で
あ
つ
て
.
、
会
併
に
ょ
り
消
滅

す
る
医
療
法
人
の
権
利
義
務
の
全
部
を
合
併
後
存
続
す
る
医
療
法
人
に
承
継
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
目

に
お
い
て
包
J
を
す
る
場
合
に
は
、
盟
合
併
契
約
に
お
い
て
、
吸
怒
貝
倭
存
続
す
る
医
療
法
人
(
以
下
こ

の
目
に
お
い
て
一
吸
収
合
併
存
続
医
療
法
△
と
い
う
。
)
恐
吸
収
厶
屏
に
よ
り
消
滅
す
る
医
療
法
人
〔
以
下
こ

の
目
に
お
い
て
[
最
合
併
消
滅
医
療
法
人
」
と
い
う
。
)
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
呈
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条
の
二
社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
吸
収
A
屏
契
約
に
つ
い
て
当
該
医
療
法
人
の
総
社
員
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
寄
附
行
論
に
吸
収
合
併
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
吸

収
合
併
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
吸
収
合
併
契
約
に
つ
い
て
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4
 
吸
収
合
併
は
都
道
府
県
知
事
(
吸
収
合
併
存
続
医
療
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
を

い
う
。
〕
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

5
 
第
五
十
笠
条
第
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
八
条
の
三
医
療
法
人
は
、
前
条
第
四
項
の
認
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ
た
日
か
ら

二
週
間
以
内
に
、
財
産
目
録
及
ぴ
貸
借
対
照
表
を
侮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

医
療
法
人
は
、
前
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
吸
収
合
併
に
係
る
合
併
の
登
記
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
前
項
の

2

規
定
に
よ
り
作
成
し
た
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
き
、
そ
の
債
権
者
か
ら
請
求
が

あ
コ
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
五
十
八
条
の
四
僅
療
法
人
は
、
前
条
第
一
項
の
期
問
内
に
、
そ
の
債
権
者
に
対
し
、
異
議
が
あ
れ
ば
一
定
の
期

問
内
に
述
ぺ
る
ぺ
き
旨
を
公
告
し
、
か
つ
、
判
明
し
て
い
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、
各
別
に
こ
れ
を
催
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
闇
は
、
二
月
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
、

2
 
債
権
者
が
前
項
の
期
問
内
に
吸
収
合
併
に
対
し
て
異
議
を
述
ぺ
な
か
つ
た
と
き
は
、
吸
収
合
併
を
承
認
し
た
も

の
と
み
な
す
。

3
 
債
権
者
が
異
議
を
述
ぺ
た
と
き
は
、
医
療
法
人
は
、
こ
れ
に
弁
済
を
し
、
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
、

又
は
そ
の
債
権
者
に
書
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
信
託
会
社
等
(
信
託
会
社
恐
信
託
業
務
を
営
む

金
融
機
関
釡
融
機
関
の
信
託
業
務
の
兼
営
等
に
関
す
る
法
律
雷
和
十
八
年
法
律
第
四
十
三
邑
第
一
条
第
一

項
の
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
を
い
う
。
)
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
に
相
当
の
財
産
を
信
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

た
だ
し
、
吸
収
合
併
を
し
て
も
そ
の
債
奪
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

報官

第
五
十
八
条
の
五
吸
収
合
併
存
続
医
療
法
人
は
、
吸
収
合
併
消
滅
医
療
法
人
の
権
利
薯
務
(
当
該
医
療
法
人
が
そ

の
行
う
事
業
に
関
し
行
政
庁
の
許
可
そ
の
他
の
処
分
に
基
づ
い
て
有
す
る
権
裂
務
を
含
む
。
)
を
承
継
す
る
。

第
五
十
八
条
の
六
吸
収
合
併
は
、
吸
収
合
併
翻
医
療
法
人
が
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
合
併
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

第
三
目
新
設
合
併

第
五
十
九
条
二
以
上
の
医
療
法
人
が
新
設
合
併
分
以
上
の
医
療
法
人
が
す
る
合
併
で
あ
つ
て
、
合
併
に
よ
り
消

滅
す
る
医
療
法
人
の
権
利
詮
務
の
全
部
を
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
に
承
継
さ
せ
る
も
の
を
い
う
。
以
下

こ
の
目
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
す
る
場
合
に
は
、
新
設
合
併
契
約
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ノ

一
新
設
合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
医
療
法
人
(
雫
こ
の
目
に
お
い
て
「
新
設
合
併
消
滅
医
療
法
△
と
い
う
J

の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
新
設
合
併
に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
(
樂
こ
の
目
に
お
山
て
「
新
設
合
併
設
立
医
療
法
人
一
と
い
う
。
)

の
目
的
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

三
新
設
合
併
設
立
医
療
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
で
定
め
る
事
項

四
前
三
号
に
謬
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
五
十
九
条
の
・
二
第
五
十
八
条
の
二
か
ら
第
五
十
八
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
医
療
法
人
が
新
設
合
併
を
す
る
場

合
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
吸
収
合
併
契
約
一

と
あ
る
の
は
「
新
設
合
併
契
約
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
吸
収
厶
屏
存
続
医
疾
人
」
と
あ
る
の
は
「
新
設
合
併

設
立
医
療
法
△
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
三
新
設
合
併
設
立
医
療
法
人
は
、
新
設
合
併
消
滅
医
療
法
人
の
権
裂
務
(
当
該
医
療
法
人
が
そ

の
行
う
事
業
に
関
し
行
政
庁
の
許
可
そ
の
他
の
処
分
に
基
づ
公
て
有
す
る
権
裂
務
を
含
む
J
を
承
継
す
る
0

第
五
十
九
条
の
四
新
設
合
併
は
、
新
設
合
併
設
立
医
療
法
人
が
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
合
併
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
,
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

第
五
十
九
条
の
五
第
二
節
(
第
四
十
四
条
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
四
十
六
条
第
二
項
を
除
く
0
〕

の
規
定
は
、
新
設
合
併
設
立
医
療
法
人
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
孤
。

第
二
款
分
割

第
一
目
吸
収
分
割

第
六
十
条
医
療
法
人
(
社
会
医
療
法
人
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て

同
じ
。
)
は
、
吸
収
分
割
(
医
療
法
人
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
全
部
又
は
一
部
を
分
割
後
他
の

医
療
法
人
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
医
療
法
人
が
そ
の
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
製
務
の
全
部
又
は
一
部
を
当
該
医
餐
人
か
ら

承
継
す
る
医
療
法
人
(
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
一
吸
野
割
承
継
医
療
法
△
と
い
う
J
と
の
問
で
、
吸
収
分
割

契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
条
の
二
医
療
法
人
が
躍
分
割
を
す
る
場
合
に
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
吸
収
分
割
を
す
る
医
療
法
人
(
以
下
こ
の
目
に
船
い
て
「
吸
収
分
割
医
療
法
人
一
と
い
う
。
)
袈
吸
収
分
割

承
継
医
療
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
が
吸
収
分
割
に
よ
り
吸
収
分
割
医
疾
人
か
ら
承
継
す
る
資
産
、
債
務
、
雇
用
契

約
そ
の
他
の
権
利
蓑
務
に
関
す
る
事
項

三
,
前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
厚
生
労
響
令
で
定
め
る
事
項

'
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一

第
六
十
条
の
三
社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
つ
い
て
当
該
医
療
法
人
の
葬
員
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
.
寄
附
行
為
に
毅
分
割
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
吸

収
分
割
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
つ
い
て
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

4
 
吸
収
分
割
は
都
道
府
県
知
事
(
吸
収
分
割
医
療
法
人
恐
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
が
二
以
上
の
都
道
案
の
区
域
内
に
所
在
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
吸
収
分
割
医
盡
人
及
び
吸
収
分

割
承
継
医
療
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
姦
の
全
て
の
都
道
府
県
知
事
)
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効

力
を
生
じ
な
い
。

5
 
第
五
十
五
条
七
項
の
規
定
は
、
前
項
の
認
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
十
条
の
四
医
療
法
人
は
、
聖
第
四
項
の
認
可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ
た
日
か
ら
二

週
間
以
内
に
、
財
産
目
録
恐
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
医
療
法
人
は
、
架
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
吸
収
分
割
に
係
る
分
割
の
登
記
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
作
成
し
た
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
き
、
そ
の
債
権
者
か
ら
請
求
が

あ
つ
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
条
の
五
医
療
法
人
は
、
里
第
一
項
の
期
間
内
に
、
そ
の
債
権
者
に
対
し
、
異
叢
が
あ
れ
ば
一
定
の
期
問

内
に
述
ぺ
る
ぺ
き
旨
を
公
告
し
、
か
っ
、
判
明
し
て
い
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、
各
別
に
こ
れ
を
催
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
期
問
は
、
二
月
を
下
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2
 
債
響
が
前
項
の
期
問
内
に
吸
収
分
割
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
な
か
つ
た
と
き
は
、
吸
収
分
割
を
承
認
し
た
も

の
と
み
な
す
。

3
 
債
響
が
異
議
を
述
べ
た
と
き
は
、
医
療
法
人
は
、
こ
れ
に
弁
済
を
し
、
若
し
く
は
相
当
の
担
保
を
提
供
し
、

又
は
そ
の
債
響
に
雰
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
信
託
会
社
等
に
相
当
の
財
産
を
信
託
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
吸
収
分
割
を
し
て
も
そ
の
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
眼
り
で
な
い
。

菫
ハ
十
条
の
穴
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
は
、
吸
野
割
契
約
の
定
め
に
従
い
、
吸
収
分
割
医
療
法
人
の
糯
利
義

務
(
当
該
医
療
法
人
が
そ
の
行
う
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
し
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の
処

分
に
基
づ
い
て
有
す
る
権
利
萎
務
を
含
む
。
)
を
承
継
す
る
。

2
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
吸
収
分
割
医
療
法
人
の
債
権
者
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
の
各
別
の
催
告
を
受

け
な
か
つ
た
も
の
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
お
い
て
吸
収
分
割
後
に
吸
収
分
割
医
療
法
人
に
対
し
、
て
債
務
の
履
行
を

築
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
ぃ
る
と
き
で
あ
つ
て
も
、
吸
収
分
割
医
療
法
人
に
対
し
て
、
吸
収
分

割
医
疾
人
が
次
条
の
分
割
の
登
記
の
あ
つ
た
日
に
有
し
て
い
た
財
産
の
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
債
務
の
履

行
を
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
吸
収
分
割
医
療
法
人
の
債
権
者
で
あ
つ
て
、
前
条
第
一
項
の
各
別
の
催
告
を

受
け
な
か
っ
た
も
の
は
、
吸
収
分
割
契
約
に
お
い
て
吸
収
分
割
後
に
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
に
対
し
て
債
務
の

履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
つ
て
も
、
霊
分
割
承
継
医
療
法
人
に
対
し

て
、
そ
の
承
ぞ
た
財
産
の
価
頬
を
限
度
と
し
て
、
当
該
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

第
六
十
条
の
七
吸
収
分
割
は
、
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
が
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
割
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

第
二
目
新
設
分
割

第
六
十
一
条
一
又
は
二
以
上
の
医
療
法
人
は
、
新
段
分
割
(
一
又
は
二
以
上
の
医
療
法
人
が
そ
の
事
業
に
関
し
て

有
す
る
権
裂
務
の
全
部
又
ば
一
部
を
分
割
に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
に
承
継
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ

の
目
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
,
新
殷
分
割
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

報官

2
 
二
以
上
の
医
療
法
人
が
共
同
し
て
新
設
分
割
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
医
疾
人
は
、
共
同
し
て
新

設
分
割
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
一
条
の
二
一
又
は
二
以
上
の
医
療
法
人
が
新
設
分
割
を
す
る
場
合
に
は
、
新
設
分
割
計
画
に
お
い
て
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
新
設
分
割
に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
(
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
「
新
設
分
割
設
立
医
療
法
人
」
と
い
う
。
)

の
目
的
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
界
地

二
新
設
分
割
設
立
医
療
藩
人
の
定
款
叉
は
寄
附
行
為
で
定
め
る
事
項

三
新
設
分
割
設
立
医
療
法
人
が
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
分
割
を
す
る
医
療
法
人
(
以
下
こ
の
目
に
お
い
て
「
新

設
分
割
医
療
法
△
と
い
う
。
)
が
ら
承
継
す
る
資
産
債
務
雇
用
契
約
そ
の
他
の
権
利
襲
務
に
関
す
る
事
項

四
前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
様
か
、
星
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
六
十
一
条
の
三
第
六
十
条
の
三
か
ら
第
六
十
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
,
医
療
法
人
が
新
設
分
割
を
す
る
場
合
に

つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
吸
収
分
割
契
約
』
と
あ
る

の
は
「
新
設
分
割
計
直
と
、
同
条
第
四
項
中
「
吸
収
分
割
医
療
法
△
と
あ
る
の
は
「
新
設
分
割
医
療
法
人
」

と
、
「
吸
収
分
割
承
継
医
療
法
人
一
巴
あ
る
の
は
「
新
設
分
割
設
立
医
療
法
△
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
四
新
設
分
割
設
立
医
療
法
人
は
、
新
設
分
割
計
画
の
定
め
に
従
い
、
新
雰
割
医
療
法
人
の
権
利

菱
務
雪
該
医
療
法
人
が
そ
の
行
う
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
し
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
許
可
そ
の
他
の

処
分
に
基
づ
い
て
有
す
る
権
裂
務
を
含
む
J
を
承
学
る
。

2
 
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
分
割
医
療
法
人
の
債
権
者
で
あ
つ
て
、
前
条
に
聡
い
て
準
用
す
る
第
六
十

条
の
五
第
一
項
の
各
別
の
催
告
を
受
け
な
か
つ
た
も
の
は
、
新
設
分
割
計
画
に
お
い
て
新
設
分
割
後
に
新
設
分
割

医
療
法
人
に
対
し
て
債
務
の
屡
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
つ
、
て
も
、
新
設

分
割
医
療
法
人
に
対
し
て
、
新
設
分
割
医
淫
人
が
次
条
の
分
割
の
登
記
の
あ
つ
た
日
に
有
し
て
い
た
財
産
の
価

額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
債
務
の
履
行
を
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
 
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
分
割
医
療
法
人
の
債
権
者
で
あ
つ
て
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六

十
条
の
笠
第
一
項
の
各
別
の
催
告
を
受
け
な
か
つ
た
も
の
峡
新
設
分
割
針
画
に
お
い
て
新
設
分
割
後
に
新
設
分

割
設
立
医
療
法
人
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
き
れ
て
い
る
と
き
で
あ
つ
て

も
、
新
設
分
割
設
立
医
療
法
人
に
対
し
て
、
そ
の
承
継
し
た
財
産
の
価
額
を
限
度
と
し
て
、
当
該
債
務
の
履
行
を

粟
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
+
一
条
の
五
新
設
分
割
は
、
新
設
分
割
設
立
医
療
法
人
が
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
分
割
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

第
六
十
一
条
の
六
第
二
節
露
四
十
四
条
第
二
項
第
四
項
及
び
第
五
霊
ぴ
に
第
四
十
六
条
第
二
項
を
除
く
。
)

の
規
定
は
、
新
設
分
割
設
立
医
疾
人
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
目

雑
則

第
六
十
二
条
・
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法
律
皐
成
十
二
年
法
爲
百
三
邑
第
二
条
か

ら
第
八
条
ま
で
露
二
条
第
三
項
各
号
及
び
第
四
条
第
三
項
各
号
を
除
く
。
)
及
ぴ
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
(
平
竿
二
年
法
律
第
九
十
号
)
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
は
,
こ
の
款
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
が
分
割

を
す
る
場
合
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
.
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
一
項
恐
第
二
項
中
「
承
継
会
社
等
」
と
あ
る
の
は
「
承
継
医
療
法
人
等
」
と
、
.
同
項
中
「
分
割
会

赴
と
あ
る
の
は
「
分
割
医
療
法
△
と
、
同
条
第
三
項
中
[
次
の
各
号
に
謬
る
場
合
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
」
と
あ
る
の
は
屋
療
法
粛
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
量
第
六
十
条
の
三
第
四
項
の
認
可
の
通
知

,
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又
は
同
法
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
篁
ハ
十
条
の
三
第
四
項
の
認
可
の
通
知
の

あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
、
二
週
問
を
経
過
す
る
』
と
、
同
法
第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
(
第
四
条
第
三
項
を
除

く
J
の
規
定
中
「
分
割
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
分
割
医
療
法
△
と
、
「
承
継
会
社
笠
と
あ
る
の
は
尿
継
医
療

法
人
等
」
と
、
同
法
第
四
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
,
当
該
各
号
に
」
と
あ
る
の
は
「
医

療
按
第
六
十
条
の
三
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
吸
収
分
割
ヌ
は
同
法
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い
て
読
み
巷
え
て
準

用
す
る
同
繁
六
十
条
の
三
第
四
項
の
認
可
を
受
け
た
新
設
分
割
に
係
る
分
割
の
登
記
の
あ
っ
た
日
の
前
日
ま
で

の
日
で
分
割
医
療
法
人
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
十
二
条
の
二
民
法
萌
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
邑
第
三
百
九
十
八
条
の
九
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

並
ぴ
に
第
三
百
九
十
八
条
の
十
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
こ
の
款
の
規
定
に
よ
り
医
療
法
人
が
分
割
を
す

る
場
合
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
扱
口
に
お
い
て
、
同
法
第
三
百
九
十
八
条
の
九
第
三
項
中
「
前
二
項
一
と
あ

る
の
は
「
医
療
法
粛
和
二
十
三
年
法
律
第
一
一
百
五
邑
筆
ハ
十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
又

は
第
二
逗
と
、
「
前
項
]
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
,

第
三
款
雑
則

第
六
十
二
条
の
三
こ
の
節
に
特
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
法
人
の
合
併
及
ぴ
分
割
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

政
令
で
定
め
る
。

第
六
章
第
四
節
を
伺
章
第
五
節
と
し
、
同
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
六
節
定
款
恐
寄
附
行
為
の
蛋

第
五
十
四
条
の
力
社
団
た
る
医
療
法
人
が
定
款
を
変
更
す
る
に
は
、
社
員
総
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

)
0
レ

財
団
た
る
医
療
法
人
が
寄
附
行
為
を
変
更
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
評
議
員
会
の
意
見
を
栗
な
け
れ
ば
な

2

ら
な
い
。

3
 
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
(
惇
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
も
の
を
除
く
J
は
,
都
道
府
県
知
事
の

認
可
を
受
け
な
け
れ
ぱ
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

4
 
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
墾
に
よ
る
認
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
事
項
恐
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
手
続
が
法
令
又
は
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
し
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
審
査
し
た
上
で
、
そ
の
認
可
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

5
 
医
療
法
人
は
、
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係
る
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
を
し
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
変
更
し
た
定
款
又
は
寄
附
行
為
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
 
第
四
十
四
条
第
五
項
の
規
定
は
、
定
款
叉
は
寄
附
禽
の
変
更
に
よ
り
,
残
余
財
産
の
帰
属
す
ぺ
き
者
に
関
す

る
規
定
を
設
け
、
又
は
変
更
す
る
場
合
に
コ
い
て
準
早
る
。

第
五
十
条
の
二
を
第
五
十
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
四
節
計
算

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
十
六
条
の
四
第
七
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
六
条
の
八
第
三
号
」
に

改
め
る
。

第
七
十
六
条
中
筆
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
八
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

九
第
五
十
八
条
の
三
第
二
項
余
五
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
又
は
第
六
十
条
の
四
第

二
項
(
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
備
付
け
を
怠
り
、
そ
の

書
類
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を

拒
ん
だ
と
き
。

イ
'

報

十
第
五
十
八
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
十
九
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
J
又
は
第
六
十
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
六
十
一
条
の
三
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
規
定
に
違
反
し
て
、
吸
収
合
併
、
新
設
合
併
,
吸
収
分
割
又
は
新
設
分
割
を
し
た

と
き
。

第
七
十
六
条
中
第
穴
号
を
第
七
号
と
し
、
.
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
十

条
第
三
項
又
は
第
五
十
二
条
第
一
趣
を
一
第
五
十
二
条
第
一
項
又
は
第
五
十
四
条
の
九
第
五
廼
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
第
四
十
六
条
の
三
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
稔
第
五
十
七

条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
四
士
ハ
条
の
四
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
九
十
三
条
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
四
十
六
条
の
七
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
七
条
第
一
項
か
ら
第

三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
畿
事
録
の
備
付
け
を
怠
り
、
こ
れ
に
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
す
ぺ
き
事
項
を
記
載

せ
ず
、
若
し
く
は
記
録
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
魯
し
く
は
記
録
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
閲

覧
若
し
く
は
謄
写
を
拒
ん
だ
と
き
.

四
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
鳶
の
備
付
け
を
怠
り
、
そ
の
書
類
に
記
載
す
ぺ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
を
拒
ん
だ
と
き
。

第
二
条
医
療
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

目
次
中
『
第
七
十
一
垂
を
露
六
十
九
垂
に
、
第
入
章
罰
卿
(
第
七
十
一
条
の
七
川
第
七
十
一
条
の
一
し

に
改
め
る
。

,

.

第
力
章
罰
則
(
第
七
十
七
 
1 の
十
七
1
第
七
十
条
の
二
士
己

.

を
第
六
条
の
五
第
一
項
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
二
地
域
医
療
連
携
釜
法
人
.
(
第
七
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
医
療
連
携
釜
法
人
を
い
う
。

第
三
十
条
の
四
筆
項
に
お
い
て
同
じ
J
の
参
加
病
院
等
余
七
十
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
参
加

病
院
等
を
い
う
J
で
あ
る
坐
口
に
は
、
そ
の
旨

第
三
十
条
の
四
第
八
項
及
び
第
九
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
一
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
四
中
筆
五
項
を
築
六
項
と
し
、
第
十
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
を
一
項
ず
っ
繰
り
下
げ
、
笂
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

都
道
府
県
は
、
筆
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が
公
示
さ
れ
た
後
に
、
地
域
医
霊
携

推
進
法
人
の
参
加
法
人
(
第
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
参
加
法
人
を
い
う
。
)
か
ら
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請

そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
当
該
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域

医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
.
当
該
申
請
に
係
る
当
該
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定

す
る
基
播
床
数
に
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
加
え
て
得
た
数
を
、
当
該
葉
病
朱
数
と
み

な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す
る
許
司
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
六
条
の
四
の
六
第
二
項
を
削
る
。
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゛

、
、

第
五
十
条
中
「
会
計
は
」
の
下
に
「
、
こ
の
法
律
及
ぴ
こ
の
法
律
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
」

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
条
の
二
医
療
法
人
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
時
に
、
正
確
な
会
計
帳
簿
を
作
成

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

2
 
医
療
法
人
は
、
会
計
帳
簿
の
閉
鎖
の
時
か
ら
十
年
問
、
そ
の
会
計
帳
簿
及
び
そ
の
事
業
に
関
す
る
重
要
な
資
料

を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
損
益
計
算
晝
の
下
に
「
、
関
係
事
響
毎
事
長
の
配
偶
者
が
そ
の
代
表
者
で
あ
る

こ
と
そ
の
他
の
当
該
医
療
法
人
叉
は
そ
の
役
貝
と
厚
生
労
響
令
で
定
め
る
特
殊
の
関
係
が
あ
る
者
を
い
う
。
)
と
の

取
引
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
社
会
医
療
法
人
(
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
に

限
る
。
)
の
理
事
倭
を
「
第
二
項
の
医
療
法
人
一
に
、
「
損
益
計
算
書
き
を
「
繋
計
算
審
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
」
に
、
「
に
提
出
し
」
を
「
の
監
査
を
受
け
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
二
項
中
「
理
事
は
,
璽
審
毒
を
監
事
に
提
出
し
」
を
「
医
療
法
人
は
、
事
業
報
告
書
等
に
コ
い
て
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
監
事
の
監
査
を
受
け
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

2
 
医
療
法
人
(
そ
の
事
業
活
動
の
規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

者
に
限
る
。
)
は
、
厚
生
労
零
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
を
雋
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
 
医
療
法
人
は
、
貸
借
対
照
表
恐
損
益
計
算
書
を
作
成
し
た
時
か
ら
十
年
閲
当
該
貸
借
対
照
表
及
ぴ
損
益
計

算
婁
を
保
存
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

6
 
脹
療
法
人
は
、
前
二
項
の
監
事
又
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監
査
法
人
の
監
査
を
受
け
た
事
業
報
告
書
等
に
つ

て
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
社
会
医
療
法
△
を
「
次
項
に
規
定
す
る
者
」
に
、
「
各
事
務
所
」
を
「
そ
の
主
た

る
事
務
所
一
に
改
め
、
一
除
い
て
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項

「
社
会
医
療
法
人
は
」
を
荘
会
医
療
法
人
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
の
医
療
法
人
霍
会
医
療
法
人
を
除
く
.
)

は
一
に
、
「
鳶
を
各
」
を
「
書
類
(
第
二
号
に
存
る
書
類
に
あ
つ
て
は
、
第
五
十
一
条
第
二
項
の
医
療
法
人
に
限

る
。
)
を
そ
の
主
た
る
」
に
改
め
、
「
除
い
て
」
の
下
に
「
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
』
を
加
え
、
同

項
第
二
号
中
一
前
条
第
三
項
の
社
会
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
一
を
削
り
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

3
 
医
療
法
人
は
、
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
の
社
員
総
会
の
日
(
財
団
た
る
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
五

項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
ず
る
同
条
第
一
項
の
評
議
員
会
の
日
)
の
一
週
間
前
の
日
か
ら
笠
年
聞
、
事
業
報

告
書
等
監
事
の
監
査
報
告
書
恐
公
認
会
計
士
等
の
監
査
報
告
書
を
そ
切
主
た
る
事
務
所
に
備
え
債
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

4
 
前
三
項
の
規
定
は
、
医
療
法
人
の
従
た
る
事
務
所
に
お
け
る
書
類
の
備
置
き
及
ぴ
閲
覧
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
害
麺
と
あ
る
の
は
「
書
類
の
写
し
」
と
、
第
二
項
中
「
限
る
。
)
一
と
あ
る

の
は
展
る
J
の
写
し
」
と
、
前
項
中
[
五
年
閲
と
あ
る
の
は
コ
一
畢
閏
と
、
「
事
業
報
告
書
等
」
と
あ
る
の

は
「
璽
熱
告
書
等
の
写
し
一
 
t
、
「
監
査
報
告
書
一
と
あ
る
の
は
「
監
査
報
告
書
の
写
し
」
と
銃
み
菩
え
る
も
の

と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二
を
第
五
十
一
条
の
四
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
二
社
団
た
る
医
療
法
人
の
理
事
は
、
前
条
第
六
項
の
承
認
を
受
け
た
事
業
報
告
毒
を
社
員
総
会

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
理
事
は
、
前
項
の
社
員
総
会
の
招
集
の
通
知
に
際
し
て
,
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
社
員
に

対
し
、
前
棗
六
項
の
承
認
を
受
け
た
事
業
報
告
書
等
を
提
供
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

3
 
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
事
業
報
告
書
等
(
貸
借
対
照
表
及
ぴ
損
益
計
算
書
に
限
る
J
は
、
社
員
総

会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報官

4
 
理
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
事
業
報
告
害
等
(
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
害
を
除
く
J
の

内
容
を
社
員
船
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
 
前
各
項
の
規
定
は
、
財
団
た
る
医
療
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
翁
い
て
、
前
各
項
中
『
社
員
総

会
」
と
あ
る
の
は
「
評
議
員
厶
芒
と
、
第
二
項
中
「
社
旦
と
あ
る
の
は
屏
議
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

第
五
十
一
条
の
三
医
療
法
人
宅
の
事
業
活
動
の
規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
者
に
限
る
J
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
架
第
三
項
(
同
条
第
五
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
の
承
認
を
受
け
た
事
業
報
告
書
等
貧
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書

に
限
る
。
)
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
二
条
第
一
項
第
三
号
中
需
五
十
一
条
第
三
項
の
社
会
医
療
法
人
」
を
「
第
五
十
一
条
第
二
項
の
医
療
法

人
」
に
改
め
る
。

、

第
七
十
条
及
び
第
七
十
一
条
を
削
る
。

第
八
十
.
七
条
を
第
百
四
条
と
し
、
第
七
十
八
条
か
ら
第
八
十
六
条
ま
で
を
十
七
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
七
十
七
条
中
「
第
四
十
条
」
の
下
に
「
又
は
第
七
十
条
の
五
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
」
を
加
え
、
第
八
章
中

同
条
を
託
十
四
条
と
す
る
.

第
七
十
六
条
中
「
又
は
清
算
人
」
を
「
若
し
く
は
聾
人
又
は
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
理
事
、
監
事
若
し
く

は
清
算
△
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
六
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
(
第
七
十
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す

る
場
会
を
含
む
。
ご
を
加
え
、
男
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
筆
一
号
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に

「
(
第
七
十
条
の
二
十
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
伺
じ
。
)
」
を
加
え
、
同
号
を
同

条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
号
を
同
条
筆
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第

五
十
六
条
の
十
第
一
項
一
の
下
に
ス
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
」
を

加
え
、
同
号
を
同
条
笂
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
五
十
六
条
の
十
第
一
蓼
の
下
に
ス
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

七
十
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
」
.
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
箆
ハ
号
中
露

五
十
四
条
」
の
下
に
「
(
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
ご
を
加
え
,
同
号
を
同
条
第
七
号
と

し
、
同
条
第
註
号
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
又
は
第
五
十
四
条
の
九
第
五
廼
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
露
七
十

条
の
ナ
四
に
お
い
て
準
用
す
る
坐
口
を
含
む
.
)
又
は
第
五
十
四
条
の
九
第
五
項
余
七
十
条
の
十
八
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
ご
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
五
十
一
.
条
の
三
を
「
第

五
十
一
条
の
四
第
一
項
(
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
、
第
二

項
(
伺
条
第
四
項
(
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
巷
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
.
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
)
及
び
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
J
若
し

く
は
第
三
項
(
第
五
十
一
条
の
四
第
四
項
及
び
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
」

に
、
「
同
条
一
を
「
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
,
同
条
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
第
五
十
一
条
の
三
(
第
七
十
条
の
十
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
J
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
怠
わ
、

又
は
虚
偽
の
公
告
を
し
た
と
き
.

第
七
十
六
条
を
第
九
十
三
条
と
し
、
第
七
十
五
条
の
三
を
第
九
十
二
条
と
し
、
第
七
十
五
条
の
二
を
第
九
十
一
条

と
す
る
。

第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
垂
を
「
第
八
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
十
条
と
す
る
。

第
七
十
四
条
を
第
八
十
九
条
と
し
、
第
七
十
三
条
の
二
を
第
八
十
八
条
.
と
し
、
第
七
十
三
条
を
第
八
十
七
条
と
し
、

第
七
十
二
条
を
第
八
十
六
条
と
す
る
.

第
七
十
一
条
の
十
五
中
一
第
七
十
一
条
の
八
、
第
七
十
一
条
の
十
又
は
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項
一
を
露
七

十
八
条
、
第
八
玉
又
は
第
八
十
一
条
第
一
項
一
に
、
「
第
七
十
一
条
の
九
一
を
露
七
十
九
垂
に
改
め
、
同
条
を

第
八
十
五
条
と
す
る
。
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、

第
七
十
一
条
の
十
四
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
の
七
か
ら
第
七
十
一
条
の
九
ま
で
、
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項

及
ぴ
第
七
十
一
条
の
十
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
か
ら
第
七
十
九
条
ま
で
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
ぴ
第
八
十

二
条
第
一
趣
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
十
一
条
の
十
一
第
二
項
恐
第
七
十
一
条
の
十
二
第
二
趣
を
「
第

八
十
一
条
第
二
項
恐
第
八
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
香
第
八
十
四
条
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
十
三
中
〔
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
第
一
遷
に
改
め
、
同
条
を
第
八
十

三
条
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
十
二
を
第
八
十
二
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
十
一
を
第
八
十
一
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
十
を
第

八
十
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
九
を
第
七
十
九
条
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
八
中
{
第
七
十
一
条
の
十
一
第
一
趣
を
「
第
八
十
一
条
第
一
墓
に
、
一
第
七
十
五
条
の
一
=
を

「
勞
十
一
垂
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
八
条
と
す
る
。

第
七
十
一
条
の
七
を
第
七
十
七
条
と
す
る
。

第
八
章
を
美
章
と
す
る
.

第
七
帝
第
七
十
一
条
の
六
を
第
七
十
六
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
五
を
第
七
十
五
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
四

を
第
七
十
四
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
三
を
第
七
十
三
条
と
し
、
第
七
十
一
条
の
二
を
第
七
十
二
条
と
す
る
0

第
七
章
を
第
八
章
と
し
、
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
七
章
地
域
医
療
連
鞭
進
法
人

第
一
節
認
定

第
七
十
条
次
に
掲
げ
る
法
人
(
営
利
を
目
的
と
す
る
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
話
い
て
「
参
加
法
△
と
い

う
J
恐
地
域
に
お
い
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
器
す
る
た
め
に
必
要
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
を
貧
と
し
、
か
つ
、
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
病

院
笠
と
い
う
。
)
に
係
る
業
務
の
逵
携
を
推
進
す
る
た
め
の
方
針
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
戻
療
連
鞭
進
方

世
と
い
う
。
)
を
定
め
、
医
療
連
携
推
進
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社
団
法
人
は
,
定
敷
に
お
い
て

定
め
る
当
該
連
携
を
推
進
す
る
区
域
(
以
下
「
医
療
連
携
推
進
区
域
一
と
い
う
。
)
の
属
す
る
都
道
廉
(
当
該
医

盗
携
推
進
区
域
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
の
い
ず
れ
か
一
の

都
道
府
是
の
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
医
療
連
携
推
進
区
域
に
お
い
て
,
病
院
等
を
開
設
す
る
法
人

二
医
療
連
携
推
進
区
域
に
お
い
て
、
介
纏
事
業
(
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
に
対
し
、
入
浴
、
排
せ
っ
、
食
事
等
の
介
纏
、
欝
訓
練
、
看
護
及
び
療
養
上
の

管
理
そ
の
他
の
そ
の
者
の
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
鞭

サ
】
ビ
ス
又
は
保
健
医
療
サ
ー
ピ
ス
を
提
供
す
る
事
業
を
い
う
。
)
そ
の
他
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
(
地
城

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
φ
総
A
勗
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
璽
二
条
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
第
七
十
条
の
七
に
お
い
て
伺
じ
。
)
の
構
築
に
資
す
る
事
業
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
介

護
事
業
等
」
と
い
う
。
)
に
係
る
施
設
又
は
棄
所
を
開
設
し
、
又
は
管
理
す
る
法
人

2
 
前
項
の
医
療
連
携
推
進
業
務
は
、
病
院
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、
医
療
霧
推
進
方
針
に
沿
っ
た
連
携
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
次
編
げ
る
業
務
そ
の
他
の
秀
を
い
う
。

一
医
療
従
事
者
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修

二
病
院
等
に
係
る
業
務
に
必
要
な
医
薬
品
医
溝
器
そ
の
他
の
物
資
の
供
給

三
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
参
加
法
人
が
病
院
等
に
保
る
業
務
を
行
う
の
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
た
め
の

支
援
と
し
て
厚
生
儲
省
令
で
定
め
る
も
の

第
七
十
条
の
二
前
条
第
一
項
の
認
定
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
医
療
連
携
釜
認
定
と
い
う
J
を
受
け
よ
う

と
す
る
一
般
社
団
法
人
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
霊
携
推
進
方
卦
を
添
え
て
、
都
道
府
県
知
事

に
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報

.

官

2
 
医
療
連
携
推
進
方
針
に
は
、
次
に
静
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
医
療
連
携
推
進
区
域

二
参
加
法
人
が
医
療
連
携
發
区
域
に
お
い
て
開
設
す
る
病
院
等
靈
四
項
及
び
第
七
十
条
の
十
一
に
お
い
て

.

「
参
加
病
院
等
」
と
い
う
。
)
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
ぴ
業
務
の
連
携
に
関
す
る
事
項

三
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
長
に
関
す
る
事
項

四
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

3
 
医
療
連
挑
推
進
区
域
は
、
当
該
医
療
連
携
推
進
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
構
想

区
域
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
医
療
連
携
捲
方
針
に
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
参
加
病
院
等
及
ぴ
参
加
介
護
施
殷
等
(
参

加
法
人
が
医
療
連
携
推
進
区
域
に
お
い
て
開
設
し
、
又
は
管
理
す
る
蛮
事
業
等
に
係
る
施
設
又
は
事
業
所
を
い

う
。
第
七
十
条
の
十
一
に
お
い
て
同
じ
。
)
相
互
間
の
業
務
の
連
携
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
 
医
療
連
携
發
認
定
の
申
請
に
係
る
医
療
連
携
推
進
長
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
と
き
は
、
当
該
医

療
連
挑
推
進
区
域
の
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
の
協
議
に
よ
り
、
医
療
連
携
推
進
認
定
に
関
す
る
事
務
を
行
う
ぺ

き
都
道
璽
知
事
を
定
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
医
療
連
携
發
認
定
の
申
請
を
受
け
た

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
連
携
推
進
認
定
の
申
請
を
し
た
一
般
社
団
扶
人
に
対
し
、
医
療
簿
推
進
謬
に
関
す

る
事
務
を
行
う
都
道
府
県
知
事
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
条
の
三
都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
連
携
推
進
認
定
の
申
請
を
し
た
一
般
社
団
法
人
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
一
般
社
団
法
人
に
つ
い
て
医
療
連
携
推
進
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
医
療
連
携
推
進
業
務
(
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
連
携
推
進
業
蓼
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
同
じ
J
を
行
う
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
医
療
連
携
推
進
業
務
を
行
う
の
に
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
ぴ
技
術
的
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
医
療
連
携
推
進
業
務
を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
一
般
社
団
法
人
の
社
具
理
事
、
監
事
職
員
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
関
係
者
に
対
し
特
別
の
利
益
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
医
療
連
携
推
進
業
務
以
外
の
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
医
療
連
携
推
璽
務
以
外
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ

つ
て
医
療
連
携
推
進
業
務
の
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
医
療
連
携
推
進
霽
が
前
条
第
二
項
及
ぴ
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六
医
療
連
携
推
進
区
域
を
定
款
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
社
員
は
、
参
加
法
人
及
び
医
療
連
携
推
進
区
域
に
お
い
て
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
た

め
に
必
要
響
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
限
る
旨
を
定
款
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八
病
院
等
を
開
設
す
る
参
加
法
人
の
数
が
二
以
上
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
捗
加
法
人
の
構
成
が
第

七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
目
的
(
次
号
及
び
第
十
号
イ
に
お
い
て
「
医
療
連
挑
推
進
目
的
」
と
い
う
。
〕
に
照

ら
し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

九
贄
の
資
格
の
得
喪
に
関
し
て
、
医
霊
携
推
進
目
的
に
照
ら
し
、
不
当
に
差
別
的
な
取
扱
い
を
す
る
条
件

そ
の
他
の
不
当
な
条
件
を
付
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
.

十
社
員
は
、
各
一
個
の
議
決
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
社
員
璽
に
お
い
て
行
使
で
き
る
議

決
権
の
数
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
議
雑
の
行
使
の
条
件
そ
の
他
の
社
員
の
議
決
権
に

関
す
る
定
款
の
定
め
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ
社
員
の
議
決
権
に
関
し
て
、
医
療
連
携
推
進
目
的
に
照
ら
し
、
不
当
に
差
別
的
な
取
扱
い
を
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
。

口
社
員
の
畿
決
権
に
関
し
て
、
社
員
が
当
該
一
般
社
団
法
人
に
対
し
て
提
供
し
た
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
価

額
に
応
じ
て
異
な
る
取
扱
い
を
し
ね
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

4
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鴫

十
一
参
加
法
人
の
有
す
る
議
決
権
の
合
計
が
葬
員
の
議
決
権
の
過
半
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
二
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
又
は
そ
の
役
員
と
利
害
関
係
を
有
す
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
社
員
総
会

の
決
議
に
不
当
な
影
響
を
穩
す
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
社
員
並
ぴ
に
理

事
及
ぴ
監
事
(
次
号
に
お
い
て
「
役
旦
と
い
う
J
と
し
な
い
旨
を
定
款
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
三
役
員
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
役
員
と
し
て
、
理
事
三
人
以
上
及
ぴ
監
事
一
人
以
上
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
役
員
の
う
ち
に
は
、
各
貨
に
つ
ぃ
て
、
そ
の
役
員
、
そ
の
配
偶
者
及
ぴ
三
親
等
以
内
の
親
族
そ
の
他
各

役
員
と
星
労
働
省
令
で
定
め
る
禁
の
関
係
が
あ
る
者
が
役
貝
の
叢
の
三
分
の
一
を
超
え
て
含
ま
れ
る

こ
と
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

理
事
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
の
代
表
者
そ
の
他
の
医
療
連
携

ハ

推
進
業
務
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
で
あ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

十
四
代
表
理
事
を
一
人
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
.

十
五
理
事
会
を
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
六
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
詐
墜
=
(
第
七
黍
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
「
地
域
医
療
連
携
推
進
評
議

会
」
と
い
う
.
)
を
置
く
旨
を
定
款
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場
に
あ
る
者
診
療
に
関
す
る
議
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、

学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

口
当
該
一
般
社
団
法
人
が
次
号
の
意
見
を
述
ぺ
る
に
当
た
り
、
当
該
一
般
社
団
法
人
に
対
し
,
必
要
な
意
見

を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

前
条
第
二
項
第
三
号
の
目
標
に
照
ら
し
、
当
該
一
般
社
団
法
人
の
業
務
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
を

、ノ

行
い
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
社
員
総
会
及
び
理
事
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

十
七
参
加
法
人
が
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
を
決
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当

該
一
般
社
団
法
人
に
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
旨
を
定
款
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
.イ
予
算
の
決
定
又
は
変
更

口
借
入
金
(
当
該
会
計
倭
内
の
収
入
を
も
つ
て
償
還
す
る
一
時
の
借
入
金
を
除
く
。
)
の
借
入
れ

ハ
重
要
な
資
産
の
処
分

二
事
業
計
画
の
決
定
又
は
変
更

ホ
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更

へ
合
併
又
は
分
割

ト
目
的
た
る
事
業
の
成
功
の
不
能
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
る
解
散

十
八
第
七
十
条
の
二
十
一
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
連
携
推
進
認
定
の
取
消
し
の
処
分
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
条
の
二
十
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
公
益
社
団
法
人
恐
公
益
財
団
法

人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
(
平
築
八
雲
猪
四
十
九
量
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
連
鞭

進
目
的
取
得
財
産
残
額
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
に
相
当
す
る
額
の
財
産
を
当
該
医
療
連
携
詣
認
定
の
取
消
し

の
処
分
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
医
療
法
人
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
者
で

あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
(
次
号
に
お
い
て
面
笠
と
い
う
。
)
に
贈
与
す
る
旨
を
定
款
で
定
め

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

報官

十
九
清
算
を
す
る
場
合
に
お
い
て
残
余
財
産
を
鼎
に
帰
属
さ
せ
る
旨
を
定
激
で
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二
十
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
姦
肇
進
業
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2
 
都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
速
携
推
進
認
定
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
釜
府
県
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定

め
る
地
域
医
療
構
想
と
の
整
合
性
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
讐
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
の
四
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
一
般
社
団
法
人
は
、
医
療
連
携
推
世
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

)
0
し
一
そ
の
理
事
及
び
監
事
の
、
号
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

イ
地
域
医
療
霧
推
進
法
人
(
次
条
第
、
一
項
に
規
定
す
る
地
域
医
療
連
携
推
准
法
人
を
い
う
。
)
が
第
七
十
条

の
二
十
一
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
連
携
發
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
,
そ

の
取
消
し
の
原
因
と
な
つ
た
事
実
が
あ
つ
た
日
以
前
一
舌
に
当
該
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
業
務
を
行

う
理
事
で
あ
つ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

口
こ
の
法
律
そ
の
他
保
健
医
療
又
は
社
会
糎
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
規
定
に
よ
り
罰
金

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し

て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ

ハ

た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二
勞
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
皐
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
)
第
二
条
第
六

号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
男
団
旦
と
い
う
J
又
は
暴
力
団
員
で
な
く
な
つ

た
日
か
ら
紅
年
を
経
過
し
な
い
者
(
第
三
号
に
お
い
て
「
暴
力
団
員
等
」
と
い
う
。
)

二
第
七
十
条
の
二
十
一
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
連
携
推
進
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消

し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の

三
暴
力
団
員
等
が
そ
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
も
の

第
七
十
条
の
五
医
療
連
難
進
認
定
を
受
け
た
一
般
社
鼎
人
(
以
下
「
地
域
医
療
連
諾
進
法
人
」
と
い
う
。
)

は
、
そ
の
名
称
中
に
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、
そ
の
名
称
中
の
一
般
社
団
法
人
の
文
宇
を
地
域
医
蠢
携
推
進
法
人
と
変
更
す

る
定
款
の
変
更
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

3
 
前
碩
の
規
定
に
よ
る
名
称
の
変
更
の
登
記
の
申
請
書
に
は
,
医
療
連
携
推
進
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書

面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
地
域
医
霊
携
推
進
法
人
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
又
は
商
号
中
に
、
地
域
医
療
連
携
諾
法
人
で
あ
る
と
誤

認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
文
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

5
 
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、
不
正
の
目
的
を
も
つ
て
、
他
の
地
域
医
療
連
携
推
穫
人
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
名
称
又
は
商
号
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
'

第
七
十
条
の
六
都
道
府
県
知
事
は
医
療
連
携
推
進
認
定
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
節
業
務
等

第
七
十
条
の
七
地
域
医
霊
携
發
法
人
は
自
主
的
に
そ
の
運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
医
療

連
携
推
進
区
域
に
お
い
て
病
院
等
を
開
設
し
、
又
は
介
纏
事
業
等
に
係
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
を
開
設
し
,
若

し
く
は
管
理
す
る
参
加
法
人
の
業
務
の
連
携
の
推
進
及
ぴ
そ
の
運
営
の
透
明
性
の
確
保
を
図
り
、
地
域
医
療
構
想

の
達
成
及
ぴ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
欝
に
資
す
る
街
を
積
極
的
に
果
た
す
よ
号
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
0
も
第
七
十
条
の
八
地
域
医
ミ
推
進
法
人
は
、
医
療
連
携
推
進
方
針
に
お
い
て
、
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
規
定

す
る
事
頂
を
記
載
し
た
場
合
に
限
り
、
参
嬰
人
が
開
設
す
る
病
院
等
及
び
参
加
法
人
が
開
設
し
、
又
は
管
理
す

る
介
護
事
業
等
に
係
る
施
設
又
は
事
業
所
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、
医
療
連
携
推
進
方
針
に
沿
っ
た
連
携
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

2
 
地
域
医
療
連
携
釜
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に
限
り
、
出
資
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
出
資
を
受
け
る
事
業
者
が
医
霊
欝
進
区
域
に
お
け
る
医
彊
携
推
進
業
務
と
関
連
す
る
事
業
を
行
う
も

の
で
あ
る
こ
と
。

二
出
資
に
係
る
収
益
を
医
療
連
携
推
進
業
務
に
充
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
そ
の
他
医
療
連
携
欝
務
の
実
施
に
支
障
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

3
 
地
域
医
療
連
携
謹
法
人
が
、
病
院
等
を
開
設
(
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指

定
管
理
者
と
し
て
行
う
公
の
施
設
で
あ
る
病
院
等
の
管
理
を
含
む
J
し
、
又
は
介
護
事
業
等
に
係
る
施
讐
し
く

は
事
誘
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
開
設
し
、
若
し
く
は
管
理
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら

鄭
じ
め
、
医
療
連
携
讐
業
務
の
実
施
に
支
障
の
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
医
療
連
携
推
造
認
定
を
し
た
都
道
府
県

知
事
(
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
認
定
都
道
府
県
知
巡
と
い
う
J
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
地
域
医
療
連
鞭
進
法
人
は
、
前
項
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
社
会
福
鴛

第
六
十
二
条
第
二
項
の
許
可
(
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
の
設
置
に
係
る
も
の
に
限
る
J
の
申
請
そ
の
他
の

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

5
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
項
の
確
認
を
し
、
叉
は
確
認
を
し
な
い
処
分
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
奈
。

第
七
十
条
の
九
公
益
社
団
法
人
及
ひ
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
璽
十
八
条
の
規
定
は
,
地
域
医
療

連
携
藹
法
人
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
穴
厶
益
目
的
事
業
財
産
と
あ
る
の
は
一
医

霊
鞭
進
目
的
事
券
凄
と
、
「
公
益
目
的
事
業
を
」
と
あ
る
の
は
「
医
淫
(
昭
和
二
十
三
年
法
璽
二
百

五
号
)
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
連
携
推
進
業
務
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
[
医
療
連
携
推
進
業
麹

と
い
う
,
)
を
」
と
、
「
、
内
閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
「
、
厚
生
労
働
省
令
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
ハ
ム
益
認
定

あ
る
の
は
屋
療
法
第
七
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
連
携
推
進
認
定
(
以
下
ご
の
条
に
お
い
て
[
医

連
携
詣
認
庄
と
い
う
。
)
一
と
、
「
公
益
目
的
事
茎
と
あ
る
の
は
「
医
療
連
携
推
進
業
韮
と
、
同
条
第
二
号

及
び
第
三
号
中
穴
厶
益
認
定
と
あ
る
の
は
「
医
療
連
携
讐
認
寓
と
、
「
公
益
目
的
事
坐
と
あ
る
の
は
一
医

療
連
鞭
進
業
務
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
ハ
ム
益
認
定
と
あ
る
の
は
一
医
療
連
携
推
進
認
庄
と
、
「
収
益
事
業

等
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
連
携
推
進
業
務
以
外
の
業
務
」
と
、
「
内
閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
禪
生
労
働
省
令
」
と
、

同
条
第
七
号
中
「
ハ
ム
益
認
庄
と
あ
る
の
は
一
医
療
連
携
推
進
認
庄
と
、
「
内
閣
府
全
と
あ
る
の
は
犀
生
労

働
省
令
」
と
、
「
公
益
晶
事
遊
と
あ
る
の
は
屋
療
連
携
諾
業
堕
と
、
同
条
第
八
号
中
一
ハ
ム
益
目
的
事
遊

と
あ
る
の
は
「
医
療
連
携
推
進
業
務
」
と
、
「
内
閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
犀
生
労
働
省
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
七
十
条
の
十
第
四
十
一
条
の
規
定
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

伺
条
第
二
項
中
「
医
療
法
人
の
開
殻
す
る
医
療
機
関
の
規
模
等
」
と
あ
る
の
は
,
露
七
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定

す
る
地
域
医
療
連
携
諾
法
人
が
行
う
第
七
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
医
療
連
携
推
進
業
務
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

報官

第
七
蛋
の
十
一
参
加
法
人
は
、
そ
の
開
設
す
る
参
加
病
院
等
及
ぴ
参
加
介
護
施
設
等
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、

医
霊
携
推
進
方
針
に
沿
っ
た
連
携
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
標
章
を
当
該
参
加
病
院
等
及
び
参

加
介
護
施
設
等
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
の
十
二
第
四
十
六
条
の
五
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
理
事
に
つ
い
て
準
用

し
、
第
四
十
六
条
の
五
第
九
項
恐
第
四
十
六
条
の
五
の
三
第
三
項
の
規
定
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
監

事
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

2
 
地
域
医
療
霧
推
進
法
人
の
監
事
に
関
す
る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
百
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
ぃ
て
は
、
同
条
中
一
理
事
(
理
事
会
設
置
一
般
社
団
法
人
に
あ
っ
て
は
理
事
会
)
」
と
あ
る
の
は
、

露
定
讐
府
県
知
事
食
療
法
餓
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
邑
第
七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
認

定
都
道
府
県
知
事
ミ
う
。
)
、
社
員
総
会
又
は
理
烹
巴
と
す
る
。

第
七
十
条
の
十
三
地
域
医
療
霧
推
進
法
人
は
、
第
七
十
条
の
三
第
一
項
舉
六
号
ハ
の
評
価
の
業
を
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
 
地
域
医
療
連
携
藹
法
人
は
、
第
七
十
条
の
三
第
一
項
第
十
六
号
ハ
の
地
域
医
療
連
携
推
進
評
議
会
の
意
見
を

尊
重
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
条
の
十
四
前
章
第
四
節
靈
五
十
条
第
五
十
条
の
二
、
第
五
十
一
条
の
二
第
玉
項
及
び
第
五
十
一
条
の

四
第
一
項
を
除
く
。
)
の
規
定
は
,
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
計
算
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
五
十
一
条
第
一
項
中
凾
す
る
報
告
書
」
と
あ
る
の
は
「
関
す
る
墾
口
書
、
第
七
十
条
二
項
第
三
号
の
支
援

及
び
第
七
十
条
の
八
第
二
頂
の
出
資
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
医
療
法
人
(
そ
の
事
業

活
動
の
規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
)
」
と
あ
り
、

同
条
第
五
項
中
需
二
項
の
俵
療
法
△
と
あ
り
、
及
び
第
五
十
一
条
の
三
中
「
医
療
法
人
(
そ
の
事
業
活
動
の

規
模
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
限
る
。
ご
と
あ
る
の
は
「
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
一
と
、
同
番
「
前
条
第
三
項
(
同
条
第
五
項
に
お
い
て
読
み
巷
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
三
項
」
と
、
第
五
十
一
条
の
四
第
二
項
中
「
社
会
医
療
法
人
及
ぴ
第
五
十
一
条

第
二
項
の
医
療
法
人
(
社
会
医
療
法
人
を
除
く
。
)
一
と
あ
る
の
は
一
地
域
医
霊
携
推
進
法
人
」
と
、
「
書
類
(
第

.
二
号
に
掲
げ
る
鳶
に
あ
つ
て
は
、
第
五
十
一
条
第
二
項
の
医
盡
人
に
限
る
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
書
浬
と
、

同
項
第
一
号
中
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
題
と
あ
る
の
は
「
事
業
報
告
書
等
、
第
四
十
六
条
の
八
第
三
号
の
監

査
報
告
書
及
ぴ
定
建
と
、
同
条
第
三
項
中
璽
事
の
監
査
報
告
晝
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
の
八
第
三
号

の
監
査
墾
昼
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
一
と
あ
る
の
は
寵
二
廼
と
、
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号

中
「
監
事
の
監
査
埜
口
書
一
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
六
条
の
八
第
三
号
の
監
査
報
告
書
一
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

五
十
一
条
第
二
項
の
医
療
法
人
に
あ
つ
て
は
、
公
認
会
計
士
等
』
と
あ
る
の
は
穴
厶
認
会
計
士
等
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
条
の
十
五
梨
第
七
節
(
第
五
十
五
条
第
一
項
(
第
四
号
及
ぴ
第
七
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
及
び
第
三

項
を
除
く
.
)
の
規
定
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
解
散
及
び
清
算
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
六
項
中
郡
道
府
県
知
事
一
と
あ
る
の
は
「
認
定
讐
府
県
知
事
条
七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定

す
る
認
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
.
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
)
一
と
、
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
中

一
都
道

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
項
中
霽
し
く
は
第
五
号
又
は
第
三
項
第
一

号
」
と

あ
る
の
は
「
又
ば
第
五
号
」
と
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
の
三
中
「
合
併
恐
警
手
続
開
誰

と
あ
る
の
は
「
破
産
手
続
開
楚
と
、
.
第
五
十
六
条
の
六
及
ぴ
第
五
十
六
条
の
十
一
中
一
都
道
府
県
知
事
」
と
あ

る
の
は
「
認
定
都
道
察
知
事
」
と
、
第
五
十
六
条
の
十
二
第
一
項
中
一
豊
と
あ
る
の
は
「
清
算
(
第
七
十

条
の
十
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
こ
の
節
(
第
五
十
五
条
第
一
項
(
第
四
号
及
び
第
七
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。
)
及
ぴ
第
三
項
を
除
く
J
の
規
定
に
よ
る
解
散
及
ぴ
清
算
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)
」
と
、
同
条
第
三
項
及

ぴ
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
一
と
あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

'

、
、
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第
七
十
条
の
十
六
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律

第
五
条
第
一
項
第
四
十
九
条
第
二
項
靈
六
号
に
係
る
部
分
(
同
法
第
百
四
十
八
条
第
三
号
の
社
員
総
会
に
係

る
部
分
に
限
る
。
)
に
限
る
。
)
、
第
ハ
十
七
条
第
一
項
及
ぴ
第
三
項
並
び
に
第
五
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
節
監
督

第
七
十
条
の
t
 
一
般
社
団
法
人
及
ぴ
一
般
財
里
人
に
関
す
る
法
律
築
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
並

ぴ
に
第
七
十
条
の
三
第
一
項
第
六
号
,
第
七
号
、
第
十
二
号
及
ぴ
第
十
六
号
か
ら
筆
九
号
ま
で
に
規
定
す
る
定

款
の
定
め
の
ほ
か
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
、
そ
の
定
款
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。

一
資
産
恐
会
計
に
関
す
る
規
定

二
役
員
に
関
す
る
規
定

三
理
事
会
に
関
す
る
規
定

四
椴
に
関
す
る
規
定

、

五
定
款
の
変
更
に
関
す
る
規
定

六
開
設
し
て
ぃ
る
病
院
等
(
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
病
院
等
を
含
む
J
又
は
開
設
し
、
若
し
く
は
管
理

し
て
ぃ
界
護
事
業
等
に
係
る
施
設
若
し
く
は
事
業
所
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
あ
る
矩
口

に
は
、
そ
の
名
称
恐
所
在
地

第
七
十
条
の
十
八
第
五
十
四
条
の
九
(
第
一
項
及
び
第
二
項
を
除
く
。
)
の
規
定
は
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の

定
款
の
変
更
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
露

定
都
道
府
県
知
事
余
七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お

い
て
同
じ
。
)
↑
と
、
同
条
第
四
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
認
定
都
道
府
県
知
事
一
と
、
「
第
四
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
申
請
に
係
る
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
粛
七
十
条
の

五
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
医
療
趣
携
推
進
法
人
を
い
う
。
)
の
資
産
が
第
七
十
条
の
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

早
る
第
四
十
一
条
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
恐
変
更
後
の
定
款
の
内
容
が
法
令
の
規
定
に
違
反
し

て
ぃ
な
い
か
ど
う
か
並
ぴ
に
』
と
、
同
条
第
五
項
中
一
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
露
定
都
道
府
県
知
事
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

2
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
の
九
第
三
項
の
認
可
(
前
条
第

六
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
重
要
な
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
J
を
し
、
又
は
認
可
を
し
な
い
処
分
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
医
馨
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
の
十
九
代
表
理
事
の
選
定
及
ぴ
解
職
は
、
認
定
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力

を
生
じ
な
い
,

認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
認
可
を
し
、
又
は
認
可
を
し
な
い
処
分
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ

2

め
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
十
条
の
二
十
第
六
条
の
八
第
三
項
袈
第
四
項
第
六
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
六
十
四
条
の
規
定
は
、
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
ぃ
て
準
用
す
る
。
Y
」
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
八
第
三
項
恐
第
四
項
中
「
第

一
項
」
、
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
二
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
三
条
第
一
項
」
と
、
箆
ハ
十

三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知
事
露
七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す

る
認
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
は
一
と
、
需
道
府
県
知
事
の
一
と
あ

る
の
は
認
定
都
道
府
県
知
事
の
」
と
、
.
第
六
十
四
条
中
一
都
道
府
県
知
杢
と
あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知

事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

報官

第
七
十
条
の
二
十
一
認
定
都
道
盛
知
事
は
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
医
療
連
携
推
進
認
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
第
七
十
条
の
四
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

二
偽
り
そ
の
他
不
圧
の
手
段
に
よ
b
医
療
連
携
推
進
認
定
を
受
け
た
と
き
.

2
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
地
域
医
療
連
隻
進
法
人
が
,
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

、

そ
の
医
療
連
携
推
進
認
定
を
取
わ
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は一
第
七
十
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
か
ら
医
霊
携
推
進
認
定
の
取
消
し
の
申
請
が
あ
つ
た
と
き
。

三
こ
の
法
鴛
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

3
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
連
携
推
進
認
定
を
取
り
消
す
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
連
携
推
進
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
,
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
 
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
連
携
推
進
認
定
の
取
消
し
の
処
分
を
受
発
地
域
医
療
連
携
釜
法

人
は
、
そ
の
名
称
中
の
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
文
字
を
一
般
社
団
法
人
と
変
更
す
る
定
款
の
変
更
を
し

た
も
の
と
み
李
。

6
 
認
定
都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
連
携
推
進
認
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は

遅
滞
な
く
、
当
該
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
主
た
る
事
務
所
及
び
従
た
る
事
務
所
の
所
蠢
を
管
轄
す
る
登
記

所
に
当
該
地
域
医
療
連
携
釜
法
人
の
名
称
の
変
更
の
登
記
を
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
 
前
項
の
規
定
に
よ
る
名
称
の
変
更
の
登
記
の
嘱
託
書
に
は
、
当
該
登
記
の
原
因
と
な
る
事
由
に
係
る
処
分
を
行

つ
た
こ
と
を
証
す
る
誉
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
索
の
二
十
二
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
の
規
定
は
、
認
定

都
ミ
知
事
が
前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
医
療
連
携
讐
認
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
つ
い
て

準
早
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
三
十
条
中
「
ハ
ム
益
目
的
取
得
財
産
残
麺
と
あ
る
の
は
「
医
霊
携

推
進
目
的
取
爵
産
残
額
一
と
、
同
条
第
一
頓
中
「
場
合
又
は
公
益
法
人
が
A
暴
に
よ
り
消
滅
す
る
場
合
(
そ
の

権
製
務
を
承
学
る
法
人
が
公
益
法
人
で
あ
る
と
き
を
除
く
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
処
口
」
と
、
「
第
五
条
筆
七

号
」
と
あ
る
の
は
『
医
療
法
禽
和
二
十
三
年
法
璽
二
百
五
邑
第
七
十
条
の
三
第
一
器
十
八
邑
と
、
「
日

又
は
当
該
合
併
の
日
か
ら
一
と
あ
る
の
は
「
日
か
ら
」
と
、
一
内
閣
総
理
大
臣
が
行
政
庁
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

国
都
道
府
県
知
事
が
行
政
庁
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
蓙
と
あ
る
の
は
寵
定
都
壽
県
知
事
(
同
法
第

七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
管
轄
す
る
」
と
、
「
法

人
又
は
当
該
合
併
に
よ
り
消
滅
す
る
公
益
法
人
の
権
利
蓑
務
を
承
継
す
る
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
法
人
」
と
、
「
認

定
取
消
法
人
蓋
と
あ
る
の
は
需
定
取
消
法
△
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
ハ
ム
益
目
的
事
業
財
産
露
十

八
条
第
六
号
に
掲
げ
る
財
産
に
あ
っ
て
は
,
公
益
認
定
を
受
け
た
日
前
に
腎
し
た
も
の
を
除
く
。
)
」
と
あ
る
の

は
「
医
療
連
携
推
進
目
的
事
業
財
産
〔
医
療
法
第
七
十
条
の
九
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
八
条
に
規

定
す
る
医
療
連
携
推
進
目
的
事
業
財
産
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
中
「
に
公
益
目
的
事
誰
と
あ
る
の
は
「
に
医
療
連
鞭
進
業
逃
と
、
「
公
益
目
的
事
業
財
産
と
あ
る

の
は
「
医
療
達
携
推
進
目
的
事
業
財
産
と
、
同
号
恐
同
条
三
項
中
「
内
閣
府
令
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労

働
省
全
と
、
同
条
第
四
項
中
[
認
定
取
消
法
人
笠
と
あ
る
の
は
露
定
取
消
法
△
と
、
「
国
又
は
一
と
あ
る

の
は
露
定
都
道
府
県
知
事
の
管
轄
す
色
と
、
同
条
第
五
項
中
「
第
五
条
第
十
七
邑
と
あ
る
の
は
「
医
療
法

第
七
十
条
の
三
第
一
項
第
十
八
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
七
十
条
の
二
十
三
第
六
十
六
条
の
二
及
ぴ
第
六
十
七
条
の
規
定
は
、
地
城
医
療
連
携
推
進
法
人
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
扱
口
に
お
い
て
、
第
六
十
六
条
の
二
中
「
第
六
十
四
条
第
一
項
及
ぴ
第
二
項
、
第
六
十
四
条
の
二
第

一
項
、
第
六
十
五
条
並
ぴ
に
前
条
第
一
項
一
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
の
二
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

第
六
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
霊
ぴ
に
第
七
十
条
の
二
十
一
第
一
項
及
び
第
二
遷
と
、
「
都
道
府
県
知
杢
と

あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知
事
(
第
七
十
条
の
八
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
都
道
府
県
知
事
を
い
う
'
第
六
十

七
条
第
一
項
及
ひ
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
」
と
、
第
六
十
七
条
第
一
項
中
一
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認

定
都
道
璽
知
事
」
と
、
「
第
四
十
四
条
第
一
項
第
五
十
五
条
第
六
項
第
五
十
八
条
の
二
第
四
項
余
五
十
九

条
の
二
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
若
し
く
は
第
六
十
条
の
三
第
四
項
(
第
六
十
一
条
の
三

に
船
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
会
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
連
携
推
進
認
定
を
し
な
い
処
分
若
し
く

は
第
七
十
条
の
十
五
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
第
六
項
」
・
と
、
「
第
ハ
十
匹
条
第
二
邁
と
あ

る
の
は
「
第
七
十
条
の
二
十
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
六
十
四
条
第
二
痩
と
、
同
条
第
三
項
中
「
都

道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
都
道
府
県
知
事
一
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
節
雑
則

第
七
十
一
条
こ
の
章
に
特
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
,
医
療
連
携
推
進
区
域
が
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
場
合

に
お
け
る
医
療
連
携
推
進
認
定
及
び
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
監
督
そ
の
他
の
医
療
連
挑
推
進
認
定
及
び
地
域

医
霊
携
釜
法
人
の
監
督
に
関
し
必
要
な
事
項
は
政
令
で
、
そ
の
他
こ
の
章
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事

項
は
厚
生
労
働
省
令
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
る
。

附

則

(
施
苅
旦

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
繁
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
寺
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
附
則
第
十
条
の
規
定
公
布
の
日

二
第
一
条
の
規
定
並
ぴ
に
次
条
か
ら
附
則
第
七
条
ま
で
の
規
定
、
附
則
第
九
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
並
び
に
附

則
条
七
条
の
規
定
、
(
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
(
平
成
二
十
五
疾
猪
百
七
号
)
筆
四
条
の
二
の
改
正
規
定

に
限
る
。
)
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

〔
役
員
の
選
任
に
関
す
る
経
過
措
違

第
二
条
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法

(
以
下
露
二
号
新
塗
と
い
う
。
)
第
四
十
六
条
の
五
第
二
項
及

ぴ
第
三
項
の
規
定
は
、
前
条
第
二
号
に
穏
る
規
定
の
施
行
の
日
(
以
下
「
第
二
号
施
行
旦
と
い
う
J
以
後
に
行

わ
れ
る
医
療
法
人
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

(
役
員
の
任
期
に
関
す
る
経
過
措
違

第
三
条
附
則
第
一
条
第
二
号
に
静
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
医
療
法
人
の
役
員
で
あ
る
者
の
傭
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

舞
事
長
の
代
表
権
に
関
す
る
経
過
措
違

第
四
条
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
医
療
法
人
の
理
事
長
の
代
表
権
に
つ
い
て

は
、
第
二
号
施
行
日
以
後
に
選
出
さ
れ
た
理
事
長
が
就
任
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

余
害
賠
償
に
関
す
る
経
過
措
違

第
五
条
財
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
医
療
法
人
の
評
議
員
又
は
理
事
若
し
く
は
監

事
の
第
二
号
施
行
日
前
の
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
.

(
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
に
関
す
る
経
過
措
電

第
六
条
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
医
療
法
人
は
、
第
二
号
新
法
の
施
行
に
伴
い
、

疾
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
第
二
号
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
以
内
に
、
第
二
号
新

猿
五
十
四
条
の
九
第
三
項
の
認
可
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、

報官
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附
則
第
一
条
第
二
号
に
諄
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
医
療
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
は
、
第
二
号
施

行
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
(
前
項
の
規
定
に
よ
り
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
の
申
請
を
し

た
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
に
対
す
る
処
分
が
あ
っ
た
日
)
ま
で
は
、
第
二
号
新
繁
四
十
四
条
第
二
項

第
七
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
.

公
厩
に
関
す
る
経
過
措
電

第
七
条
社
団
た
る
医
療
法
人
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
新
法
第
六
章
第
八
節
第
一
款
の
規
定
は
、
第
二
号
施
行
日
以
後

に
A
屏
に
つ
ぃ
て
医
療
法
人
の
総
社
員
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
二
姦
行
乱
に
合
併
に
つ

い
て
医
淫
人
の
讐
員
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2
 
財
団
た
る
医
療
法
人
に
つ
ぃ
て
は
、
第
二
号
新
硫
六
章
第
八
節
第
一
款
の
規
定
は
、
第
二
号
施
行
日
以
後
に
合

併
に
つ
ぃ
て
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
(
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
,
そ
の
定
め
に

よ
る
手
続
.
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
J
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
適
朋
し
、
第
二
号
施
行
品
に
合
併
に
つ
い

て
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

靈
業
報
告
書
等
に
関
す
る
経
過
措
芭

第
八
条
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法
第
五
十
条
の
二
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
会
計
倭
に
係
る
医
療
法
人
の
会
計
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に

開
始
し
た
会
計
年
度
に
係
る
医
療
法
人
の
会
計
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
電

美
条
こ
の
法
律
(
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
〕

の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
ぴ
こ
の
附
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の

法
律
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

裁
令
へ
の
委
色

築
条
こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
(
劃
に
関
す
る
経
過

措
置
を
含
む
J
は
、
政
令
で
定
め
る
。

(
検
討
)

築
一
条
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
法

の
施
行
の
状
況
に
つ
ぃ
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を

誕
ず
る
も
の
と
す
る
。

(
精
神
倭
及
び
薫
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

筆
二
条
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
屠
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
)
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

筆
九
条
の
九
第
二
項
中
一
第
七
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

霜
税
特
別
措
憧
法
の
一
護
正
)

舉
三
条
租
税
特
別
措
置
法
(
昭
和
三
十
二
年
添
第
二
十
六
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
条
の
七
の
五
第
六
項
中
「
第
紅
十
条
第
一
項
』
を
「
第
五
十
四
条
の
九
第
三
墓
に
改
め
る
。

(
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
)

筆
四
条
沖
縄
の
術
に
伴
う
特
別
措
匿
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
究
号
)
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
.

第
百
条
第
六
項
中
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
八
十
六
条
第
一
悪
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
七
十
二

条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
七
十
三
条
袈
に
第
七
十
四
垂
を
露
八
十
六
条
第
一
項
恐
第
二
項
第
八
十
七

条
並
ぴ
に
第
八
十
九
垂
に
改
め
、
同
項
の
表
第
七
十
二
条
第
一
項
の
項
中
[
第
七
十
二
条
第
一
項
」
を
一
第
八
十

六
条
第
一
蓼
に
改
め
、
同
表
第
七
十
三
条
第
一
号
の
項
中
露
七
十
三
条
第
一
邑
を
「
第
八
十
七
条
第
一
号
」

に
改
め
、
同
表
第
七
十
四
条
第
一
号
の
項
中
一
第
七
十
四
条
第
一
号
」
を
「
第
八
十
九
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

'
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(
鰕
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
護
正

ノ

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
竿
九
号
中
「
第
七
十
一
条
の
七
か
ら
第
七
十
一
条
の
十
ま
で
」
を
「
第
七
十
七
条
か
ら
第
八
十
条
ま
で
一

に
、
一
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す
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医療法の一部を改正する法律案に対する附帯決議

平成 2 7 年 ９月 1 5 日

参議院厚生労働委員会

政府は、本法の施行に当たり、次の事項について適切な措置を講ずるべきであ

る。

一、病床の過剰な削減を防ぎ、医療機能の必要量の適切な推計に基づく地域医療

構想の実現及び地域包括ケアシステムの構築に資するよう、地域医療連携推進

法人の認可及び監督を実施する都道府県に対し、適切な指針の提示、医療政策

人材の育成等の必要な支援を行うこと。

二、地域医療連携推進法人が地域医療に及ぼす影響に鑑み、地域における医療機

関相互間の機能の分担及び業務の連携の推進に当たっては、規模や資本の大小

にかかわらず参加法人の意思が十分に尊重されるとともに、地域住民に必要な

医療が確保されるよう留意すること。

三、地域医療連携推進法人の代表理事については、医師又は歯科医師を選任する

ことを原則とすること。また、医師又は歯科医師以外の者を代表理事とする場

合でも、営利法人等との利害関係、利益相反を厳重にチェックし、医療の非営

利性を損なわないようにすること。

四、賃借対照表及び損益計算書を作成し、公認会計士等の監査を受けなければな

らない医療法人の基準を厚生労働省令で定めるに当たっては、医療法人の事務

負担及び費用負担に配慮しつつ、経営の透明性及び健全性が十分確保されるも

のとすること。また、必要に応じて基準の見直しを図ること。

五、社会医療法人においては公募による社会医療法人債の発行、地域医療連携推

進法人においては資金の貸付けや出資が可能であることに鑑み、外部監査の対

象となる医療法人においては、内部統制の構築や内部監査体制の構築ができる

よう必要な措置を講ずること。

六、本法の施行後５年を経過した場合に、本法による改正後の医療法の施行の状

況について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるときは、地域

医療連携推進法人制度が地域医療構想の達成のために有効に機能しているか、

地域の医療提供体制に過不足が生じていないか等について十分検討し、必要な

措置を講ずること。

別添２



医療法の一部を改正する法律の概要

１．地域医療連携推進法人制度の創設

（１） 都道府県知事の認定
○ 地域において良質かつ適切な医療を効率的に提供するため、病院等に係る業務の連携を推進するための方針を定め、

医療連携推進業務を行う一般社団法人は、都道府県知事の認定を受けることができる。
＜参加法人（社員）＞
・ 病院等の医療機関を開設する医療法人等の非営利法人。
＊ 介護事業等の地域包括ケアシステムの構築に資する事業を行う非営利法人を加えることができる。

＜主な認定基準＞
・ 地域医療構想区域を考慮して病院等の業務の連携を推進する区域を定めていること。
・ 地域の関係者等を構成員とする評議会が、意見を述べることができるものと定めていること。
・ 参加法人の予算、事業計画等の重要事項について、地域医療連携推進法人の意見を少なくとも求めるものと定めてい
ること。
＊ 都道府県知事の認定は、地域医療構想との整合性に配慮するとともに、都道府県医療審議会の意見を聴いて行う。

（２） 実施する業務
○ 病院等相互間の機能の分担及び業務の連携の推進（介護事業等も含めた連携を加えることができる。）。
○ 医療従事者の研修、医薬品等の供給、資金貸付等の医療連携推進業務。

＊ 一定の要件により介護サービス等を行う事業者に対する出資を可能とする。

（３） その他
○ 代表理事は都道府県知事の認可を要することとするとともに、剰余金の配当禁止、都道府県知事による監督等の規定に
ついて医療法人に対する規制を準用。
○ 都道府県知事は、病院等の機能の分担・業務の連携に必要と認めるときは、地域医療構想の推進に必要である病院間
の病床の融通を許可することができる。

医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携を推進するため、地域医療連携推進法人の認定制度を創設するとともに、
医療法人について、貸借対照表等に係る公認会計士等による監査、公告等に係る規定及び分割に係る規定を整備する等
の措置を講ずること。

趣旨

１
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２．医療法人制度の見直し

（１） 医療法人の経営の透明性の確保及びガバナンスの強化に関する事項

○ 事業活動の規模その他の事情を勘案して厚生労働省令で定める基準に該当する医療法人は、厚生労働省令で定める

会計基準（公益法人会計基準に準拠したものを予定）に従い、貸借対照表及び損益計算書を作成し、公認会計士等によ

る監査、公告を実施。

○ 医療法人は、その役員と特殊の関係がある事業者との取引の状況に関する報告書を作成し、都道府県知事に届出。

○ 医療法人に対する、理事の忠実義務、任務懈怠時の損害賠償責任等を規定。理事会の設置、社員総会の決議による

役員の選任等に関する所要の規定を整備。

（２） 医療法人の分割等に関する事項

医療法人（社会医療法人その他厚生労働省令で定めるものを除く。）が、都道府県知事の認可を受けて実施する分割に

関する規定を整備。

（３） 社会医療法人の認定等に関する事項

○ 二以上の都道府県において病院及び診療所を開設している場合であって、医療の提供が一体的に行われているもの

として厚生労働省令で定める基準に適合するものについては、全ての都道府県知事ではなく、当該病院の所在地の都道

府県知事だけで認定可能。

○ 社会医療法人の認定を取り消された医療法人であって一定の要件に該当するものは、救急医療等確保事業に係る業

務の継続的な実施に関する計画を作成し、都道府県知事の認定を受けたときは収益業務を継続して実施可能。

３．施行期日等

○ 公布の日から起算して２年を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただし、２（１）（一部）、（２）、（３）に
ついては、公布の日から起算して１年を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。

○ 政府は、この法律の施行後５年を経過した場合において、この法律による改正後の医療法の施行の状況について検討
を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて必要な措置を講ずる。 ２



○統一的な医療連携推進方針（病院等の連携推進の方針）の決定
○ 医療連携推進業務等の実施

診療科（病床）再編（病床特例の適用）、医師等の共同研修、医薬品等の共同購入、資金貸
付（基金造成含む）、関連事業者への出資等
医師の配置換え、救急患者受入ルールの策定、訪問看護等による在宅生活支援等

○参加法人の統括（予算・事業計画等へ意見を述べる）

※ 社員は各一個の議決権。ただし、不当に差別的な取扱いをしないこと等を条件に、定款で別段の

定めをすることが可能。

地域医療連携推進法人

医療法人Ａ 医療法人Ｂ
その他の
非営利法人Ｄ

地域医療連携推進法人制度について（概要）

病院 病院 介護事業等

参画（社員） 参画（社員）参画（社員）

医療法人Ｃ

診療所

参画（社員）

参加法人（非営利法人に限る）

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
医
療
審
議
会

認
可
・
監
督

意
見
具
申

３

医療機関相互間の機能の分担及び業務の連携を推進し、地域医療構想を達成するための一つの選択肢として、地域医療連
携推進法人の認定制度を創設する。これにより競争よりも協調を進め、地域において質が高く効率的な医療提供体制を確保。

※一般社団法人のうち医療法上の非営利性の確保等の基準を満たすものを認定

・グループ病院の特長を活かして、地域医療・地域包括ケアを推進
・グループ病院の一体的経営により、経営効率を向上

参考

社員総会 地域医療連携推進評議会
意見具申

（社員総会はその意見を尊重）




